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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてベースステーションから情報を受け取るステップであって
、前記情報は、免許不要スペクトル内のチャネルへアクセスした後に前記ＵＥがアップリ
ンク送信を実施するためのスケジューリングしたサブフレームの個数を示すダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）シグナリングメッセージを含む、ステップ、
　前記ユーザ機器によって、チャネルがアイドルであるか否かを評価するタイプ２メカニ
ズムを用いて、前記スケジューリングしたサブフレームの１以上において、ランダムバッ
クオフなしで前記チャネルへアクセスするステップ、
　前記１以上のサブフレームの第１サブフレーム内の前記チャネルへアクセスすることが
失敗したと判定したとき、前記ＤＣＩシグナリングメッセージ内の単一ビットが示すアク
セスメカニズムを用いて、前記第１サブフレームの次の第２サブフレームにおいて前記ア
ップリンク送信を前記ＵＥが実施するステップ、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記チャネルがアイドルであるか否かの評価は、２５μｓの単位で実施される、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　無線通信の方法であって、
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　ベースステーションからユーザ機器（ＵＥ）に対して情報を送信するステップであって
、前記情報は、免許不要スペクトル内のチャネルへアクセスした後に前記ＵＥがアップリ
ンク送信を実施するためのスケジューリングしたサブフレームの個数を示すダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）シグナリングメッセージを含む、ステップ、
　前記ユーザ機器が前記チャネルへアクセスすることに失敗した前記スケジューリングし
たサブフレームの第１サブフレームの次の第２サブフレームにおいて前記免許不要スペク
トル内の前記チャネルへアクセスするためのアクセスメカニズムを、前記ＤＣＩシグナリ
ングメッセージ内の単一ビットを用いて前記ＵＥに対して通知する、ステップであって、
前記ユーザ機器は、チャネルがアイドルであるか否かを評価するタイプ２メカニズムを用
いて、ランダムバックオフなしで前記チャネルへアクセスすることができ、前記シグナリ
ングメッセージ内の前記単一ビットが示す前記アクセスメカニズムは、前記第２サブフレ
ームにおいて開始する複数の後続サブフレームに対して適用される、ステップ、
　を有する方法。
【請求項４】
　前記チャネルがアイドルであるか否かの評価は、２５μｓの単位で実施される、
　請求項３記載の方法。
【請求項５】
　ベースステーションから情報を受信するように構成された、無線通信のための装置であ
って、
　前記情報は、免許不要スペクトル内のチャネルへアクセスした後に前記装置がアップリ
ンク送信を実施するためのスケジューリングしたサブフレームの個数を示すダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）シグナリングメッセージを含み、
　前記装置はさらに、
　　チャネルがアイドルであるか否かを評価するタイプ２メカニズムを用いて、前記スケ
ジューリングしたサブフレームの１以上において、ランダムバックオフなしで前記チャネ
ルへアクセスするステップ、
　　前記アップリンク送信のための前記スケジューリングしたサブフレームの個数のうち
第１サブフレーム内の前記チャネルに対してアクセスすることに失敗した場合、前記ＤＣ
Ｉシグナリングメッセージが示すアクセスメカニズムを用いて、前記第１サブフレームの
次の第２サブフレームにおいて前記アップリンク送信を実施するステップ、
　を実施するように構成されたプロセッサを備える、
　装置。
【請求項６】
　ユーザデバイスに対して情報を送信するように構成された無線通信のための装置であっ
て、
　前記情報は、免許不要スペクトル内のチャネルへアクセスした後に前記ユーザデバイス
がアップリンク送信を実施するためのスケジューリングしたサブフレームの個数を示すダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングメッセージを含み、
　前記装置はさらに、
　　前記ユーザデバイスが前記チャネルへアクセスすることに失敗した前記スケジューリ
ングしたサブフレームの第１サブフレームの次の第２サブフレームにおいて前記免許不要
スペクトル内の前記チャネルへアクセスするためのアクセスメカニズムを、前記ＤＣＩシ
グナリングメッセージ内の単一ビットを用いて前記ユーザデバイスに対して通知する、ス
テップであって、前記ユーザデバイスは、チャネルがアイドルであるか否かを評価するタ
イプ２メカニズムを用いて、ランダムバックオフなしで前記チャネルへアクセスすること
ができ、前記シグナリングメッセージ内の前記単一ビットが示す前記アクセスメカニズム
は、前記第２サブフレームにおいて開始する複数の後続サブフレームに対して適用される
、ステップ、
　を実施するように構成されたプロセッサを備える、
　装置。
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【請求項７】
　前記チャネルがアイドルであるか否かの評価は、２５μｓの単位で実施される、
　請求項６記載の装置。
【請求項８】
　コードを格納したコンピュータ読取可能記憶媒体であって、前記コードは請求項１から
４までのいずれか１項記載の方法をプロセッサに実行させる、
　コンピュータ読取可能記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信技術に関し、特に、ＬＢＴ（Listen Before Talk）モードスイッチ
ング方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　データトラフィックの急速な増加に伴い、免許が必要なスペクトル内のキャリアへのデ
ータ伝送負荷が益々大きくなっている。したがって、免許が必要なキャリア上のデータト
ラフィックを、免許が不要なスペクトルのキャリアに分担させることが、今後のＬＴＥ（
Long Term Evolution）の開発が進むべき方向である。免許が不要なスペクトルには、以
下のような幾つかの利点がある。これらのスペクトルリソースは、無料又は安価であり、
購入のための料金が不要である。これらは、参入障壁が低いので、個人及び企業の両方が
参入できる。また、これらは、５ＧＨｚと２．４ＧＨｚの周波数帯を含み、広い帯域幅が
利用可能である。更に、これらは、リソース共有の特徴を有し、これにより、複数の異な
るシステム、又は１つのシステムの複数の異なるオペレータがこれを動作させて、リソー
ス共有によってスペクトル利用効率を向上させることができる。
【０００３】
　免許が不要なスペクトルの上記の利点を考慮して、ＬＴＥリリース１３は、免許が不要
なスペクトルのキャリアを使用するＬＴＥシステムの運用に関する重要な課題を含む研究
を２０１４年９月から開始した。この課題に関連する技術により、ＬＴＥシステムは、免
許が不要なスペクトル内に存在するキャリアを使用でき、これにより、ＬＴＥシステムの
潜在的なスペクトルリソースを大幅に増加させ、ＬＴＥシステムのスペクトル資源のコス
トを更に削減することができる。免許が不要なスペクトルにおけるキャリアリソースの使
用は、ＬＴＥシステムの開発にメリットをもたらす一方で、ＬＡＡ（Licensed-Assisted 
Access）システムと他の通信技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）との間の公平な共存に関する問
題を引き起こす。更に、一部の地域の規制では、免許が不要なスペクトルのキャリアにア
クセスするために、最初に、ＬＢＴ（Listen Before Talk）メカニズムを実行する必要が
ある。すなわち、ＬＡＡデバイス、例えば、ｅＮＢ（evolved NodeB）及び／又はユーザ
装置（User Equipment：ＵＥ）は、他の通信技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）との共存を図る
ために、これらの地域のＬＢＴの要件を満たさなければならない。
【０００４】
　Ｒ１３　ＬＡＡ　ＳＩステージにおけるＬＴＥ－Ｕトピックにおける更なる研究に基づ
き、最終的には、ＷＩステージの第１回ミーティング（３ＧＰＰ　ＲＡＮ１　＃８２）に
おいて、ＵＥがアップリンク送信前にＬＢＴメカニズムを適用することを必要とするか否
かに関する合意が形成されている。すなわち、システムのアップリンク性能を向上させる
ために、ＵＥは、送信前にＬＢＴメカニズムを個別に適用しなければならない。一方、ア
ップリンクＬＢＴには幾つかのタイプの候補モードが利用可能であり、更に、同じ１つの
モードが異なる構成を有することもある。ここで、アップリンクＬＢＴモードの候補には
、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズムであるＬＢＴカテゴリ（Ｃａｔ）２、
ランダムバックオフ及び固定コンテンションウィンドウ（ＣＷ）サイズを有するＬＢＴメ
カニズムであるＬＢＴ　Ｃａｔ３、並びにランダムバックオフ及び可変ＣＷサイズを有す
るＬＢＴメカニズムであるＬＢＴ　Ｃａｔ４が含まれる。更に、異なる優先度レベル又は
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要件に応じて、何らかのＬＢＴメカニズムのための何らかのパラメータセットが必要とな
ることもある。
【０００５】
　したがって、現在ＬＡＡアップリンクについて、幾つかの運用上の仮定が合意されてい
るが、アップリンクＬＢＴモードの候補間、又は１つのＬＢＴモードにおける構成パラメ
ータの異なるセット間でスイッチングを行うためのソリューションは、規定されていない
。不適切なＬＢＴモードが選択される場合、例えば、アップリンクシステムにおいて１つ
の構成されたＬＢＴモード又はパラメータセットのみが採用される場合、その性能は、低
下する。更に、不適切なＬＢＴモードが構成される場合、ＵＥに割り当てられるリソース
の浪費、アップリンク指示情報の浪費、コンテンションベースのアクセス速度の低下、又
は不公平等の問題が生じる可能性がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を解決するために、本開示の実施形態は、コンテンションベースのチャネル
アクセスのためのＬＢＴモードを明確に定義し、ＬＢＴモードの不適切な選択による問題
を回避できるＬＢＴモードスイッチングのための方法及び装置を提供する。
【０００７】
　本開示の目的は、ＬＢＴ（Listen Before Talk）モードスイッチングのための方法を提
供することによって達成される。この方法は、関連指示情報及び／又は優先度情報及び／
又は測定情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット
を決定することを含む。
【０００８】
　オプションとして、この方法は、送信デバイスによって、決定されたＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、チャネルアクセスを実行する
ことを更に含む。
【０００９】
　オプションとして、関連指示情報は、送信データパケットのサイズ、連続的にスケジュ
ーリングされたサブフレームの数、物理ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングに
おいて設定されている１つ以上のビット、ブロードキャストスキーム、アップリンク送信
バーストとダウンリンク送信バーストとの間のギャップの時間領域長、基地局からシグナ
リングされるＬＢＴリスト内の識別情報、送信バースト又は連続するアップリンクサブフ
レームにおけるスケジューリングされたサブフレームの位置、１つの送信バーストの長さ
、及び／又はスケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオを含む。
【００１０】
　オプションとして、優先度情報は、トラフィックタイプのサービス品質（ＱｏＳ）優先
度、又はチャネルの優先度、信号の優先度、論理チャネルの優先度、及び／又はチャネル
、信号及び論理チャネルの優先度を含む。
【００１１】
　オプションとして、優先度情報は、更に、論理チャネルの優先度レベルを物理送信チャ
ネルにマッピングすることによって得られる物理送信チャネルの優先度を含む。
【００１２】
　オプションとして、測定情報は、所定の時間長内のチャネル状態情報（Channel State 
Information：ＣＳＩ）、所定の時間長内の基準信号受信電力（Reference Signal Receiv
ed Power：ＲＳＲＰ）、所定の時間長内の基準信号受信品質（Reference Signal Receive
d Quality：ＲＳＲＱ）、ハイブリッド自動再送要求－確認（Hybrid Automatic Repeat r
eQuest-Acknowledge：ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報、又は測定された干渉に関する情報を含む
。
【００１３】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムは、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニ
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ズム又はランダムバックオフを有するＬＢＴメカニズムを含む。
【００１４】
　オプションとして、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａ
ｔ２メカニズム又はエンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを含む。
【００１５】
　オプションとして、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、クリアチャネル評価（Clear Chan
nel Assessment：ＣＣＡ）を一回だけ実行するＬＢＴメカニズムである。
【００１６】
　オプションとして、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、２回以上のクリアチ
ャネル評価（ＣＣＡ）を実行するＬＢＴメカニズムである。
【００１７】
　オプションとして、各ＣＣＡは、固定又はランダムの開始位置を有する。
【００１８】
　オプションとして、各ＣＣＡは、３４マイクロ秒（μｓ）、２５μｓ、２０μｓ、１６
μｓ、９μｓ、又は４μｓの時間長を有する。
【００１９】
　オプションとして、ランダムバックオフを有するＬＢＴメカニズムは、可変コンテンシ
ョンウィンドウ（ＣＷ）サイズを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム及び固定ＣＷサイズ
を有するＬＢＴ　Ｃａｔ３メカニズムを含む。
【００２０】
　オプションとして、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、第１のクリアチャネル評価（ＣＣ
Ａ）、延長期間、最大コンテンションウィンドウＣＷｍａｘ、最小コンテンションウィン
ドウＣＷｍｉｎ、及びランダムバックオフ値Ｎのうちの少なくとも１つのパラメータを含
む。
【００２１】
　オプションとして、延長期間は、延長時間＋ｎ×スロット、又はｎ×スロット＋延長時
間であり、ここで、ｎは、［０，２］の区間の整数であり、スロットは、９μｓの時間長
を有し、延長時間は、１６μｓである。
【００２２】
　オプションとして、第１のＣＣＡの時間長は、３４マイクロ秒（μｓ）、２５μｓ、２
０μｓ、１６μｓ、９μｓ又は４μｓである。
【００２３】
　オプションとして、ランダムバックオフ値Ｎは、基地局によって指示され、ランダムに
生成され、又は所定の値である。
【００２４】
　オプションとして、ランダムバックオフ値Ｎは、［０，ｑ－１］の区間からランダムに
選択された値であり、ｑは、［ＣＷｍｉｎ，ＣＷｍａｘ］の区間からランダムに選択され
た値である。
【００２５】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムパラメータセットは、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ
　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムの最小ＣＷ、最大ＣＷ、
延長期間の要素ｎの少なくとも１つであり、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニ
ズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムのクリアチャネル評価（ＣＣＡ）の時間長
である。
【００２６】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットは、更に、第１のＣＣＡの時間長を含む。
【００２７】
　オプションとして、この方法は、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムであ
る場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ４のパラメータセットにおける最大ＣＷの値と最小ＣＷの値との
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差、及び／又は延長期間における要素ｎの大きさに基づいて、ＬＢＴメカニズムパラメー
タセットをそれぞれのカテゴリに分割することを更に含む。分割されるＬＢＴメカニズム
パラメータセットのそれぞれのカテゴリは、部分的に重なり合う又は重なり合わない、そ
れぞれのカテゴリの最大ＣＷ及び最小ＣＷに対応するＣＷ区間を有する。
【００２８】
　オプションとして、この方法は、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムであ
る場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ２のＣＣＡの異なる時間長に基づいて、ＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットをそれぞれのカテゴリに分割することを更に含む。
【００２９】
　オプションとして、この方法は、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２及びＬＢＴ　Ｃ
ａｔ４を含む場合、ＣＣＡの異なる時間長、ＣＷのサイズ及び／又は延長期間における要
素ｎの大きさに基づいてＬＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリに分割
することを更に含む。
【００３０】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムパラメータセットのそれぞれのカテゴリは、優先
度に基づいており、予め定めらており、利用可能な最大ＣＷの値に基づいて分割され、Ｃ
ＣＡの時間長に基づいて分割され、基地局によって指示され、又はダウンリンク制御情報
（Downlink Control Information：ＤＣＩ）で動的に指示される。
【００３１】
　オプションとして、関連指示情報が送信データパケットのサイズである場合、関連指示
情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定す
る動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する
、送信データのサイズのセットを事前設定することと、送信データパケットのサイズに対
応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することと
を含む。
【００３２】
　スイッチング関連情報が連続的にスケジューリングされた複数のサブフレームの数であ
る場合、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに対応する、連続的にスケジューリングされたサブフレームの数のセットを事前
設定することと、連続的にスケジューリングされたサブフレームの数に対応するＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを含む。
【００３３】
　スイッチング関連情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングにおいて設定さ
れた１つ以上のビットである場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、ＤＣＩシグナリングにおいて設定されてい
るビット情報のセット及び／又はビット数を予め設定することと、ＤＣＩシグナリングに
おいて設定されているビット情報及び／又はビット数に対応するＬＢＴメカニズム及び／
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを含む。
【００３４】
　スイッチング関連情報がブロードキャストスキームである場合、関連指示情報に基づい
てＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、送
信デバイスにブロードキャストされるＬＢＴリストセット内の識別情報、ＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットのカテゴリ、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定することを含む。
【００３５】
　スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャッ
プの時間領域長である場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴ
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メカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットに対応するギャップの時間領域長のセットを事前設定すること
と、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長に対応
するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを
含む。
【００３６】
　スイッチング関連情報が基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報であ
る場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットを決定する動作は、当該送信デバイスと基地局との間で共有されるようにスイッ
チングのためのＬＢＴメカニズムの情報リストを事前設定することと、送信デバイスによ
って、基地局によって指示され又はブロードキャストされた情報リスト内の識別情報に基
づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること
とを含む。
【００３７】
　関連指示情報が送信バースト又は連続するアップリンクサブフレームにおけるスケジュ
ーリングされたサブフレームの位置である場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズ
ム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信バースト内のスケジュー
リングされたサブフレームの位置又は連続するアップリンクサブフレーム内のスケジュー
リングされたサブフレームの位置を事前設定することと、送信バースト内又は連続するア
ップリンクサブフレーム内のスケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、Ｌ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定することとを含む。
【００３８】
　関連指示情報がスケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオである場合、関
連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定する動作は、同一キャリア内スケジューリング又はキャリア間スケジューリングに基
づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること
を含む。
【００３９】
　オプションとして、この方法は、スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウ
ンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長である場合、各ＬＢＴメカニズム及び／
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応するギャップの時間領域長のセットを事前
設定することと、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間
領域長が所定の閾値よりも短い場合、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットを適用しないと決定することとを含む。
【００４０】
　オプションとして、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットを決定する動作は、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決
定した後、優先度情報における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応
するＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定することを含む。
【００４１】
　優先度情報における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応するＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを決定する動作は、優先度情報に含まれる異なる優先度に
基づいて、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズム、ＬＢＴメカニズムパラ
メータセット、又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリを決定することを含む
。優先度情報は、トラフィックタイプのサービス品質（ＱｏＳ）優先度、チャネルの優先
度、信号の優先度、及び／又は論理チャネルの優先度を含む。
【００４２】
　オプションとして、この方法は、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズム
、ＬＢＴメカニズムパラメータセット又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリ
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を決定した後、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズムのより具体的なパラメータを
決定することを更に含む。
【００４３】
　オプションとして、この方法は、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットに基づいて、チャネルアクセスを実行するとき、チャネルアクセス
が１回失敗した場合、後続するチャネルアクセスの優先度情報に基づいて、より高い優先
度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選
択することと、チャネルアクセスが１回成功した場合、後続するコンテンションベースの
チャネルアクセスのための優先度情報に基づいて、より低い優先度レベルに対応するＬＢ
Ｔメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することと、ＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくチャネルアクセスが失敗
した回数が第１の所定の閾値に達した場合、コンテンションウィンドウ（ＣＷ）サイズが
より小さい及び／又はクリアチャネル評価（ＣＣＡ）の時間長がより長いＬＢＴメカニズ
ムパラメータセット、又はコンテンションベースのチャネルアクセスのためのより簡単な
又はより高速のＬＢＴメカニズムを選択することと、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴ
メカニズムパラメータセットに基づくコンテンションベースのアクセスが成功した回数が
第２の所定の閾値に達した場合、ＣＷサイズがより大きい及び／又はＣＣＡの時間長がよ
り長いＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はコンテンションベースのチャネルアクセ
スのためのより複雑なＬＢＴメカニズムを選択することとを更に含む。第１の所定の閾値
及び第２の所定の閾値は、予め定義され、統計に基づいて取得され、又は基地局によって
指示される。
【００４４】
　オプションとして、この方法は、最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメカニズ
ム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することを含む。
【００４５】
　オプションとして、最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメカニズム及び／又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択する動作は、再送信のためのＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットとして、最初の送信のために選択されたＬ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットと比較して、異なるＬＢ
Ｔメカニズム又はコンテンションウィンドウ（ＣＷ）サイズがより小さい及び／又はクリ
アチャネル評価（ＣＣＡ）の時間長がより短い同じＬＢＴメカニズムを決定することを含
む。
【００４６】
　オプションとして、複数の連続するアップリンクサブフレームについて、ＬＢＴメカニ
ズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、それぞれのアップ
リンクサブフレームに同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセット又は
異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定す
ることを含む。
【００４７】
　オプションとして、同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリンク
サブフレームについて、それぞれのアップリンクサブフレームについて、異なるＬＢＴメ
カニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定する動作は、第１
のアップリンクサブフレームが送信される前に、高速のチャネルアクセスのための高速の
ＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定すること
と、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のチャネルアクセスの
ために、先行するアップリンクサブフレームのために使用されたＬＢＴメカニズム及びＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットよりも高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットを決定することとを含む。第１のアップリンクサブフレームに対し
て決定された高速のＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、複数の
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定される。
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【００４８】
　オプションとして、この方法は、同一キャリア内スケジューリングについて、第１のア
ップリンクサブフレームが送信される前に、高速のコンテンションベースのチャネルアク
セスのための高速のＬＢＴメカニズムとＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用するこ
とを決定するとき、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコン
テンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットを使用しないことを決定する。
【００４９】
　オプションとして、同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリンク
サブフレームについて、それぞれのアップリンクサブフレームに同じＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定する動作は、第１のアップリ
ンクサブフレームが送信される前に、高速のチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカ
ニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定することと、後続す
るアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のチャネルアクセスのために、第
１のアップリンクサブフレームに使用されるＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラ
メータセットと同じＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用する
ことを決定することとを含む。第１のアップリンクサブフレームに対して決定される高速
のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、複数の直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続するアップリンクサブフレームの
それぞれについて決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【００５０】
　オプションとして、高速のＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットは
、ダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４のＣＷより小さい最大コンテンションウィンドウ（ＣＷ
）を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム、又は延長期間＋エンハンスドクリアチャネル評
価（ＥＣＣＡ）プロセス、又は直接ＥＣＣＡ、又はエンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２又はＬ
ＢＴ　Ｃａｔ２の少なくとも１つを含む。
【００５１】
　オプションとして、キャリア間スケジューリング及び複数の連続するアップリンクサブ
フレームのために、各アップリンクサブフレームについて、異なるＬＢＴメカニズム又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定する動作は、ダウンリンクでデ
ータを送信せず、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送信される
場合、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカ
ニズムを使用することを決定することと、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれ
について、先行するアップリンクサブフレームに使用されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム
よりコンテンションウィンドウ（Contention Window：ＣＷ）が小さい又はよりＬＢＴメ
カニズムがより簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定することとを含
む。
【００５２】
　オプションとして、第１のアップリンクサブフレームについて決定された通常のＬＢＴ
　Ｃａｔ４メカニズムは、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定
され、後続するアップリンクフレームのそれぞれについて決定されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メ
カニズム又はより簡単なＬＢＴメカニズムは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定され
る。
【００５３】
　オプションとして、この方法は、全てのサブフレームがアップリンクサブフレームであ
る場合、第１のアップリンクサブフレームを、第２のアップリンクサブフレームの前のＬ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置とし
て使用することと、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するア
ップリンクサブフレームの最後の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを、当該アッ
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プリンクサブフレームについてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを適用するための位置として使用する。
【００５４】
　オプションとして、この方法は、複数の連続するアップリンクサブフレームについて、
送信デバイスによって、送信バースト内のアップリンクサブフレームの位置を取得し、又
はＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用することを更に
含み、これは、
　固定フレーム構造の場合、
　送信デバイスによって、スケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、所定
の規則に従ってＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット適用する
こと、又は
　フレキシブルなアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構造の場合、
　基地局によって、指示メッセージを介して、明示的に、スケジューリングされたサブフ
レームが最初のサブフレームであるか、最初のサブフレームの後ろの幾つかのサブフレー
ムであるかを送信デバイスに通知すること、又は
　基地局によって、動的ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を介して、スケジューリングさ
れたサブフレームに適用されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを送信デバイスに指示することによって行われる。
【００５５】
　オプションとして、この方法は、送信デバイスから送信されたバースト内に複数の異な
る優先度レベルが存在する場合、所定のＬＢＴポリシに従ってチャネルアクセスを行うこ
とを更に含む。
【００５６】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットは、ユ
ーザ装置（ＵＥ）がスケジューリングされるサブフレームに関する情報に基づいてＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、基地局からＵＥに送
信されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、及び上位層無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定することのうちの１つによって取得される。
【００５７】
　オプションとして、ＵＥがスケジューリングされるサブフレームに関する情報は、物理
層のＤＣＩシグナリングに基づいて決定される。
【００５８】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームのそれぞれに、先行するサブフレームより小さなコンテンションウ
ィンドウ（ＣＷ）が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されず、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されない。
【００５９】
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　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、後続するアップリンクサブフレー
ムにＬＢＴが適用されず、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、基地局によってシグナリングされ
るＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、後続するアップ
リンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、該アップリンクサブフレームに適
用されたものと同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて
、次のアップリンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、基地局によって設定されたＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフ
レームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、予め設定されたＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフレームにＬ
ＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、デフォルトのＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴメカニズムのパラメータセットに基づいて次のアップリンクサブフレームにＬＢ
Ｔが適用される。
【００６０】
　オプションとして、この方法は、ユーザ装置（ＵＥ）が、設定されたＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくチャネルアクセスに複数回連続して失敗
した場合、ＬＢＴ優先度、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調
整することを更に含み、この調整は、
　基地局によってシグナリングされる指示、
　フィードバック情報の測定、
　干渉条件の測定、及び
　送信されるチャネル、送信される信号、送信される論理チャネル、又は送信されるトラ
フィックの種類のうちの少なくとも１つの優先度の１つに基づいて行われる。
【００６１】
　オプションとして、物理層ＤＣＩシグナリング又は上位層ＲＲＣシグナリングに、ＬＢ
Ｔメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを示す情報要素（Information Elem
ent：ＩＥ）フィールドが追加され、ＩＥフィールドは、ｎビットを使用し、ｎは、１以
上の整数である。
【００６２】
　他の側面では、ＬＢＴ（Listen Before Talk）モードを決定するための装置が提供され
る。この装置は、少なくとも、関連指示情報及び／又は優先度情報及び／又は測定情報に
基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定するよう
に構成されている決定ユニットを備える。
【００６３】
　オプションとして、この装置は、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセット送信デバイスに送信し、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセス
を送信デバイスに実行させるフィードバックユニットを更に備える。
【００６４】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムは、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニ
ズム及びランダムバックオフを有するＬＢＴメカニズムを含む。
【００６５】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムパラメータセットは、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ
　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムの最小ＣＷ、最大ＣＷ、
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延長期間の要素ｎの少なくとも１つであり、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニ
ズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムのクリアチャネル評価（ＣＣＡ）の時間長
である。
【００６６】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットは、更に、第１のＣＣＡの時間長を含む。
【００６７】
　オプションとして、この装置は、カテゴリ決定ユニットを更に備え、カテゴリ決定ユニ
ットは、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ４
のパラメータセットにおける最大ＣＷの値と最小ＣＷの値との差、及び／又は延長期間に
おける要素ｎの大きさに基づいて、ＬＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテ
ゴリに分割する。分割されるＬＢＴメカニズムパラメータセットのそれぞれのカテゴリは
、部分的に重なり合う又は重なり合わない、それぞれのカテゴリの最大ＣＷ及び最小ＣＷ
に対応するＣＷ区間を有する。カテゴリ決定ユニットは、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃ
ａｔ２メカニズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ２のＣＣＡの異なる時間長に基づいて、Ｌ
ＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリに分割し、又はＬＢＴメカニズム
がＬＢＴ　Ｃａｔ２及びＬＢＴ　Ｃａｔ４を含む場合、ＣＣＡの異なる時間長、ＣＷのサ
イズ及び／又は延長期間における要素ｎの大きさに基づいてＬＢＴメカニズムパラメータ
セットをそれぞれのカテゴリに分割するように構成されている。
【００６８】
　オプションとして、決定ユニットは、
　関連指示情報が送信データパケットのサイズである場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信デ
ータのサイズのセットを事前設定し、
　送信データパケットのサイズに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報が連続的にスケジューリングされたサブフレームの数である場合
、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、連続的
にスケジューリングされたサブフレームの数のセットを事前設定し、
　連続的にスケジューリングされたサブフレームの数に対応するＬＢＴメカニズム及び／
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングにおいて設定さ
れた１つ以上のビットである場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、ＤＣＩ
シグナリングにおいて設定されているビット情報のセット及び／又はビット数を予め設定
し、
　コンテンションベースのチャネルアクセスのためのＤＣＩシグナリングにおいて設定さ
れているビット情報及び／又はビット数に対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報がブロードキャストスキームである場合、
　送信デバイスにブロードキャストされるＬＢＴリストセット内の識別情報、ＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットのカテゴリ、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットに基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トを決定し、
　スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャッ
プの時間領域長である場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応するギャップ
の時間領域長のセットを事前設定し、
　アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長に対応す
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るＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定し、
　スイッチング関連情報が基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報であ
る場合、
　当該送信デバイスと基地局との間で共有されるようにスイッチングのためのＬＢＴメカ
ニズムの情報リストを事前設定し、
　送信デバイスによって、基地局によって指示され又はブロードキャストされた情報リス
ト内の識別情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを決定し、
　関連指示情報が送信バースト又は連続するアップリンクサブフレームにおけるスケジュ
ーリングされたサブフレームの位置である場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信バ
ースト内のスケジューリングされたサブフレームの位置又は連続するアップリンクサブフ
レーム内のスケジューリングされたサブフレームの位置を事前設定し、
　送信バースト内又は連続するアップリンクサブフレーム内のスケジューリングされたサ
ブフレームの位置に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを決定し、
　関連指示情報がスケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオである場合、
　同一キャリア内スケジューリング又はキャリア間スケジューリングに基づいて、ＬＢＴ
メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定するように構成されてい
る。
【００６９】
　オプションとして、この装置は、コンテンション処理ユニットを更に備え、コンテンシ
ョン処理ユニットは、スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリンクバー
ストとの間のギャップの時間領域長である場合、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットに対応するギャップの時間領域長のセットを事前設定し、アッ
プリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長が所定の閾値よ
りも短い場合、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用し
ないと決定するように構成されている。
【００７０】
　オプションとして、決定ユニットは、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決定
した後、優先度情報における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応す
るＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定するように構成されている。
【００７１】
　オプションとして、決定ユニットは、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決定
した後、優先度情報に含まれる異なる優先度に基づいて、所定の対応関係に従って、対応
するＬＢＴメカニズム、ＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットのカテゴリを決定するように構成されている。優先度情報は、トラフィック
タイプのサービス品質（ＱｏＳ）優先度、チャネルの優先度、信号の優先度、及び／又は
論理チャネルの優先度を含む。
【００７２】
　オプションとして、この装置は、調整ユニットを備え、調整ユニットは、決定ユニット
が、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズム、ＬＢＴメカニズムパラメータ
セット又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリを決定した後、関連指示情報に
基づいて、ＬＢＴメカニズムのより具体的なパラメータを決定するように構成されている
。
【００７３】
　オプションとして、この装置は、調整処理ユニットを更に備え、調整処理ユニットは、
決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、
コンテンションベースのチャネルアクセスを実行するとき、コンテンションベースのアク
セスが１回失敗した場合、後続するコンテンションベースのチャネルアクセスの優先度情



(14) JP 6830956 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

報に基づいて、より高い優先度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットを選択し、コンテンションベースのアクセスが１回成功した場合
、後続するコンテンションベースのチャネルアクセスのための優先度情報に基づいて、よ
り低い優先度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを選択し、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づ
くコンテンションベースのアクセスが失敗した回数が第１の所定の閾値に達した場合、コ
ンテンションウィンドウ（ＣＷ）サイズがより小さい及び／又はクリアチャネル評価（Ｃ
ＣＡ）の時間長がより長いＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はコンテンションベー
スのチャネルアクセスのためのより簡単な又はより高速のＬＢＴメカニズムを選択し、Ｌ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくコンテンションベ
ースのアクセスが成功した回数が第２の所定の閾値に達した場合、ＣＷサイズがより大き
い及び／又はＣＣＡの時間長がより長いＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はコンテ
ンションベースのチャネルアクセスのためのより複雑なＬＢＴメカニズムを選択するよう
に構成されている。第１の所定の閾値及び第２の所定の閾値は、予め定義され、統計に基
づいて取得され、又は基地局によって指示される。
【００７４】
　オプションとして、この装置は、最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメカニズ
ム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットが選択されるように、データの再送信の
ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整する再送信調整ユ
ニットを更に備える。
【００７５】
　オプションとして、再送信調整ユニットは、再送信のためのＬＢＴメカニズム及び／又
はＬＢＴメカニズムパラメータセットとして、最初の送信のために選択されたＬＢＴメカ
ニズム及び／又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットと比較して、異なるＬＢＴメカニ
ズム又はコンテンションウィンドウ（ＣＷ）サイズがより小さい及び／又はクリアチャネ
ル評価（ＣＣＡ）の時間長がより短い同じＬＢＴメカニズムを決定するように構成されて
いる。
【００７６】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、複数の連続するアップリンクサブフレーム
について、それぞれのアップリンクサブフレームに同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセット又は異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを使用することを決定するように構成されている。
【００７７】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリング及び複数
の連続するアップリンクサブフレームについて、第１のアップリンクサブフレームが送信
される前に、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカ
ニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定し、後続する
アップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームのた
めに、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのために使用されたＬＢＴメカニ
ズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットよりも高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットを決定するように構成されている。第１のアップリンク
サブフレームに対して決定された高速のＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットは、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定される。
【００７８】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリングについて
、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、高速のコンテンションベースのチ
ャネルアクセスに高速のＬＢＴメカニズムとＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用す
ることを決定し、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコンテ
ンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットを使用しないことを決定するように構成されている。
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【００７９】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリング及び複数
の連続するアップリンクサブフレームについて、第１のアップリンクサブフレームが送信
される前に、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカ
ニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定し、後続するアップ
リンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコンテンションベースのチャネルアクセ
スのために第１のアップリンクサブフレームに使用されるＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメ
カニズムパラメータセットと同じＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トを使用することを決定するように構成されている。第１のアップリンクサブフレームに
対して決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット
は、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続するアップ
リンクサブフレームのそれぞれについて決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【００８０】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリング及び複数の連
続するアップリンクサブフレームのために、ダウンリンクでデータを送信せず、免許が必
要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送信される場合、第１のアップリンク
サブフレームが送信される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定し、
後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレ
ームに使用されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムよりコンテンションウィンドウ（ＣＷ）が
小さい又はよりＬＢＴメカニズムがより簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用するこ
とを決定するように構成されている。
【００８１】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリングのために、ダ
ウンリンクでデータを送信せず、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグラント情
報が送信される場合、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、ＬＢＴ　Ｃａ
ｔ４メカニズムを使用することを決定し、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれ
について、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスにＬＢＴメカニズム及び／又
はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用しないことを決定するように構成されている
。
【００８２】
　オプションとして、決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリング及び複数の連
続するアップリンクサブフレームのために、ダウンリンクでデータを送信せず、免許が必
要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送信される場合、第１のアップリンク
サブフレームが送信される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定し、
後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレ
ームに使用されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムよりコンテンションウィンドウ（ＣＷ）が
小さい又はよりＬＢＴメカニズムがより簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用するこ
とを決定するように構成されている。第１のアップリンクサブフレームについて決定され
たＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによ
って設定され、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて決定されるＬＢＴ
　Ｃａｔ４メカニズム又はより簡単なＬＢＴメカニズムは、１つのＯＦＤＭシンボルによ
って設定される。
【００８３】
　オプションとして、この装置は、位置決定ユニットを更に備え、位置決定ユニットは、
複数の連続するアップリンクサブフレームについて、第１のアップリンクサブフレームを
、第２のアップリンクサブフレームの前のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットを適用するための位置として使用し、後続するアップリンクサブフレー
ムのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームの最後の直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）シンボルを、当該アップリンクサブフレームについてＬＢＴメカニズム及び
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／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置として使用するように構
成されている。
【００８４】
　オプションとして、この装置は、送信バースト内のアップリンクサブフレームの位置を
取得し、又はＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用する
取得ユニットを更に備え、これは、
　固定フレーム構造の場合、
　送信デバイスによって、スケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、所定
の規則に従ってＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット適用する
こと、又は
　フレキシブルなアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構造の場合、
　基地局によって、指示メッセージを介して、明示的に、スケジューリングされたサブフ
レームが最初のサブフレームであるか、最初のサブフレームの後ろの幾つかのサブフレー
ムであるかを送信デバイスに通知すること、又は
　基地局によって、動的ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を介して、スケジューリングさ
れたサブフレームに適用されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを送信デバイスに指示することによって行われる。
【００８５】
　オプションとして、この装置は、優先度ポリシユニットを更に備え、優先度ポリシユニ
ットは、送信デバイスから送信されたバースト内に複数の異なる優先度レベルが存在する
場合、所定の優先度ポリシに従って、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットを決定するように構成されている。
【００８６】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットは、ユ
ーザ装置（ＵＥ）がスケジューリングされるサブフレームに関する情報に基づいてＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、基地局からＵＥに送
信されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、及び上位層無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定することのうちの１つによって取得される。
【００８７】
　オプションとして、ＵＥがスケジューリングされるサブフレームに関する情報は、物理
層のＤＣＩシグナリングに基づいて決定される。
【００８８】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームのそれぞれに、先行するサブフレームより小さなコンテンションウ
ィンドウ（ＣＷ）が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されず、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されない。
【００８９】
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　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、後続するアップリンクサブフレー
ムにＬＢＴが適用されず、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、基地局によってシグナリングされ
るＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、後続するアップ
リンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、該アップリンクサブフレームに適
用されたものと同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて
、次のアップリンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、基地局によって設定されたＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフ
レームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、予め設定されたＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフレームにＬ
ＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、デフォルトのＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴメカニズムのパラメータセットに基づいて次のアップリンクサブフレームにＬＢ
Ｔが適用される。
【００９０】
　オプションとして、ユーザ装置（ＵＥ）が、設定されたＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットに基づくチャネルアクセスに複数回連続して失敗した場合、Ｌ
ＢＴ優先度、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整することを
更に含み、この調整は、
　基地局によってシグナリングされる指示、
　フィードバック情報の測定、
　干渉条件の測定、及び
　送信されるチャネル、送信される信号、送信される論理チャネル、又は送信されるトラ
フィックの種類のうちの少なくとも１つの優先度の１つに基づいて行われる。
【００９１】
　オプションとして、物理層ＤＣＩシグナリング又は上位層ＲＲＣシグナリングに、ＬＢ
Ｔメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを示す情報要素（ＩＥ）フィールド
が追加され、ＩＥフィールドは、ｎビットを使用し、ｎは、１以上の整数である。
【００９２】
　本開示の実施形態によるソリューションでは、関連指示情報及び／又は優先度情報及び
／又は測定情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを決定できる。送信デバイスは、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを行うこ
とができる。本開示の実施形態によるソリューションにより、ＬＢＴモードを決定できる
。ＬＢＴモードを選択することにより、不適切なＬＢＴモードのためにチャネルリソース
及び指示情報が浪費されることを回避でき、これにより、コンテンションベースのチャネ
ルアクセスの効率が改善される。
【００９３】
　本開示は、以下に説明する図面を参照して更に明瞭となり、これらの図面は、本開示の
一部を構成する。本開示の図面及び例示的な実施形態は、説明のためのものであり、本開
示を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本開示の一実施形態によるＬＢＴモードを決定する方法を示すフローチャートで
ある。
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【図２】本開示の一実施形態に基づくＬＢＴモードを決定するための装置の構造を示すブ
ロック図である。
【図３】本開示の第６の実施形態に基づくＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットが適用される領域の位置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００９５】
　以下では、本開示の目的、解決策及び利点をより明瞭にするために、図面を参照して、
本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、実施形態及びその特徴は、矛盾が生じ
ない限り、互いに組み合わせることができる。
【００９６】
　図１は、本開示の一実施形態によるＬＢＴモードを決定する方法を示すフローチャート
である。図１に示すように、この方法は、以下のステップを含む。
【００９７】
　ステップ１００において、関連指示情報及び／又は優先度情報及び／又は測定情報に基
づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する。
【００９８】
　なお、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定できる送
信デバイス又は基地局によって決定できる。基地局が決定を行う場合、決定されたＬＢＴ
メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを送信デバイスに送信する必要
があり、これにより、送信デバイスは、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパ
ラメータを取得し、コンテンションベースのチャネルアクセスで使用できる。
【００９９】
　このステップでは、関連指示情報は、送信データパケットのサイズ、連続的にスケジュ
ーリングされたサブフレームの数、物理ダウンリンク制御情報（Downlink Control Infor
mation：ＤＣＩ）シグナリングにおいて設定されている１つ以上のビット、ブロードキャ
ストスキーム、アップリンク送信バーストとダウンリンク送信バーストとの間のギャップ
の時間領域長、基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報、送信バースト
又は連続するアップリンクサブフレームにおけるスケジューリングされたサブフレームの
位置、１つの送信バーストの長さ、及び／又はスケジューリング命令の送信のためのキャ
リアシナリオを含む。
【０１００】
　なお、関連指示情報が２つ以上の指示を含む場合、実際の用途に応じて、ＬＢＴメカニ
ズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択できる。例えば、関連指示情報
が、送信データパケットのサイズ及び連続的にスケジューリングされたサブフレームの数
を示す場合、ＬＢＴメカニズムは、送信データパケットのサイズに基づいて決定でき、決
定されたＬＢＴメカニズムに関連するパラメータセットは、連続的にスケジューリングさ
れたサブフレームの数に基づいて選択できる。これは、実際の使用状況に応じて設定でき
る。
【０１０１】
　優先度情報は、送信データのトラフィックタイプに対するサービス品質（ＱｏＳ）優先
度、又は送信データのためのチャネル、信号及び／又は論理チャネルの優先度、及び／又
はチャネル、信号及び論理チャネルの優先度を含む。
【０１０２】
　優先度情報は、更に、論理チャネルの優先度レベルを物理送信チャネルにマッピングす
ることによって得られる物理送信チャネルの優先度を含むことができる。
【０１０３】
　測定情報は、所定の時間長内のチャネル状態情報（Channel State Information：ＣＳ
Ｉ）、所定の時間長内の基準信号受信電力（Reference Signal Received Power：ＲＳＲ
Ｐ）、所定の時間長内の基準信号受信品質（Reference Signal Received Quality：ＲＳ
ＲＱ）、ハイブリッド自動再送要求－確認（Hybrid Automatic Repeat reQuest - Acknow
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ledge：ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報、又は測定された干渉に関する情報を含むことができる
。
【０１０４】
　好ましくは、本開示の実施形態におけるＬＢＴメカニズムは、ランダムバックオフを有
さないＬＢＴメカニズム及びランダムバックオフを有するＬＢＴメカニズムを含むことが
できる。
【０１０５】
　ここで、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニ
ズム及びエンハンスド　Ｃａｔ２メカニズムを含むことができる。
【０１０６】
　好ましくは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、クリアチャネル評価（Clear Channel As
sessment：ＣＣＡ）を一回だけ実行するＬＢＴメカニズムであってもよい。
【０１０７】
　エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、２回以上のＣＣＡを実行するＬＢＴメカ
ニズムであってもよい。
【０１０８】
　更に、各ＣＣＡは、固定又はランダムの開始位置を有することができる。
【０１０９】
　各ＣＣＡは、３４マイクロ秒（μｓ）、２５μｓ、２０μｓ、１６μｓ、９μｓ又は４
μｓの時間長を有することができる。
【０１１０】
　ランダムバックオフを有するＬＢＴメカニズムは、可変コンテンションウィンドウ（Ｃ
Ｗ）サイズを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム及び固定ＣＷサイズを有するＬＢＴ　Ｃ
ａｔ３メカニズムを含む。ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、第１のＣＣＡ、延長期間、最
大コンテンションウィンドウＣＷｍａｘ、最小コンテンションウィンドウＣＷｍｉｎ、及
びランダムバックオフ値Ｎのうちの少なくとも１つのパラメータを含むことができる。第
１のＣＣＡは、初期のＣＣＡであってもよい。
【０１１１】
　延長期間は、延長時間＋ｎ×スロット、又はｎ×スロット＋延長時間であってもよく、
ここで、ｎは、［０，２］の区間の整数であり、スロットは、９μｓの時間長を有し、延
長時間は、１６μｓである。
【０１１２】
　なお、Ｗｉ－Ｆｉシステムでは、１つのＡＣＫ又はネガティブＡＣＫ（ＮＡＣＫ）のフ
ィードバック時間は、１６μｓであり、１スロットの長さは９μｓである。
【０１１３】
　好ましくは、第１のＣＣＡの時間長は、３４μｓ、２５μｓ、２０μｓ、１６μｓ、９
μｓ又は４μｓであってもよい。
【０１１４】
　ランダムバックオフ値Ｎは、［０，ｑ－１］の区間からランダムに選択された値であっ
てもよく、ここで、ｑは、［ＣＷｍｉｎ，ＣＷｍａｘ］の区間からランダムに選択された
値である。
【０１１５】
　ランダムバックオフ値Ｎは、基地局によって指示してもよく、ランダムに生成してもよ
く、所定の値であってもよい。
【０１１６】
　ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットがアップリンクチャネ
ル用である場合、ｎは、０，１，又は２である。ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットがダウンリンクチャネル用である場合、ｎは、１～７の自然数で
ある。
【０１１７】
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　ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットは、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムの最小ＣＷ、最大ＣＷ、延長期間の要素ｎの
少なくとも１つを含むことができる。ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムで
ある場合、ＬＢＴメカニズムパラメータセットは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムのＣＣＡ
の時間長を含むことができる。
【０１１８】
　ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットは、更に、第１のＣＣＡの時間長を含むことができる。
【０１１９】
　本開示の一実施形態において、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである
場合、この方法は、更に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４のパラメータセットにおける最大ＣＷの値と
最小ＣＷの値との差、及び／又は延長期間における要素ｎの大きさに基づいて、ＬＢＴメ
カニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリに分割することを更に含むことができる
。分割されるＬＢＴメカニズムパラメータセットのそれぞれのカテゴリは、部分的に重な
り合う又は重なり合わない、それぞれのカテゴリの最大ＣＷ及び最小ＣＷに対応するＣＷ
区間を有することができる。
【０１２０】
　本開示の一実施形態において、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムである
場合、方法は、ＬＢＴ　Ｃａｔ２のＣＣＡの異なる時間長に基づいて、ＬＢＴメカニズム
パラメータセットをそれぞれのカテゴリに分割することを更に含むことができる。
【０１２１】
　本開示の一実施形態において、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２及びＬＢＴ　Ｃａ
ｔ４を含む場合、方法は、ＣＣＡの異なる時間長、ＣＷのサイズ及び／又は延長期間にお
ける要素ｎの大きさに基づいてＬＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリ
に分割することを更に含むことができる。
【０１２２】
　ＬＢＴメカニズムパラメータセットのそれぞれのカテゴリは、予め定めらており、利用
可能な最大ＣＷの値に基づいて分割され、ＣＣＡの時間長に基づいて分割され、基地局に
よって指示され、又はダウンリンク制御情報（Downlink Control Information：ＤＣＩ）
で動的に指示される。
【０１２３】
　なお、各カテゴリは、当業者が、経験的値に基づいて予め定義してもよい。利用可能な
最大ＣＷの値に基づいて分割されるそれぞれのカテゴリは、当該技術分野における一般的
な技術に属し、これ以上の詳細な説明は省略する。
【０１２４】
　関連指示情報が送信データパケットのサイズである場合、関連指示情報に基づいてＬＢ
Ｔメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴ
メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応するように送信データの
サイズのセットを事前設定することと、送信データパケットのサイズに対応するＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを有することが
できる。
【０１２５】
　スイッチング関連情報が連続的にスケジューリングされた複数のサブフレームの数であ
る場合、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに対応する、連続的にスケジューリングされたサブフレームの数のセットを事前
設定することと、連続的にスケジューリングされたサブフレームの数に対応するＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを含む。
【０１２６】
　スイッチング関連情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングにおいて設定さ
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れた１つ以上のビットである場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、ＤＣＩシグナリングにおいて設定されてい
るビット情報のセット及び／又はビット数を予め設定することと、ＤＣＩシグナリングに
おいて設定されているビット情報及び／又はビット数に対応する、コンテンションベース
のチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを選択することとを含むことができる。
【０１２７】
　スイッチング関連情報がブロードキャストスキームである場合、関連指示情報に基づい
てＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、送
信デバイスにブロードキャストされるＬＢＴリストセット内の識別情報、ＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットのカテゴリ、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定することを含むことができる。
【０１２８】
　スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャッ
プの時間領域長である場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴ
メカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットに対応するギャップの時間領域長のセットを事前設定すること
と、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長に対応
するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することとを
含むことができる。
【０１２９】
　スイッチング関連情報が基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報であ
る場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットを決定する動作は、当該送信デバイスと基地局との間で共有されるようにスイッ
チングのためのＬＢＴメカニズムの情報リストを事前設定することと、送信デバイスによ
って、基地局によって指示され又はブロードキャストされた情報リスト内の識別情報に基
づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること
とを含むことができる。
【０１３０】
　関連指示情報が送信バースト又は連続するアップリンクサブフレームにおけるスケジュ
ーリングされたサブフレームの位置である場合、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズ
ム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、各ＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信バースト内のスケジュー
リングされたサブフレームの位置又は連続するアップリンクサブフレーム内のスケジュー
リングされたサブフレームの位置を事前設定することと、送信バースト内又は連続するア
ップリンクサブフレーム内のスケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、Ｌ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定することとを含むこ
とができる。
【０１３１】
　関連指示情報がスケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオである場合、関
連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定する動作は、同一キャリア内スケジューリング又はキャリア間スケジューリングに基
づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること
を含むことができる。
【０１３２】
　本開示の一実施形態では、スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリン
クバーストとの間のギャップの時間領域長である場合、この方法は、アップリンクバース
トとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長が所定の閾値よりも短い場合、
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ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用しないと決定する
こととを含むことができる。
【０１３３】
　なお、所定の閾値は、１６μｓ又は２５μｓとすることができる。
【０１３４】
　関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トを決定する動作は、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決定した後、優先度情
報における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応するＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットを決定することを含むことができる。
【０１３５】
　優先度情報における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応するＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを決定する動作は、優先度情報に含まれる異なる優先度に
基づいて、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズム、ＬＢＴメカニズムパラ
メータセット、又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリを決定することを含む
ことができる。優先度情報は、トラフィックタイプのサービス品質（ＱｏＳ）優先度、チ
ャネルの優先度、信号の優先度、及び／又は論理チャネルの優先度を含む。
【０１３６】
　本開示の一実施形態では、この方法は、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカ
ニズム、ＬＢＴメカニズムパラメータセット又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカ
テゴリを決定した後、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズムのより具体的なパラメ
ータを決定することを更に含むことができる。
【０１３７】
　なお、より具体的なパラメータを決定する動作は、使用されるＬＢＴメカニズムが決定
された後、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズムの異なる状況においてどのＬＢＴ
パラメータを使用するかを更に決定することを含むことができる。例えば、ＬＢＴ　Ｃａ
ｔ４が決定されると、関連指示情報内のスケジューリングされたサブフレームのインデク
スに基づいて、ＬＢＴ　Ｃａｔ４の詳細を決定できる。例えば、ＬＢＴ　Ｃａｔ４におい
て、更に、ＣＷｍｉｎを１とし、ＣＷｍａｘを３とすることを決定できる。
【０１３８】
　もちろん、優先度レベル３において、ＬＢＴが複数回失敗した場合、又はＬＢＴメカニ
ズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて成功した場合、フィードバック情
報の測定に基づいて、ＬＢＴメカニズム又はパラメータセットを更に調整することができ
、或いは、ＬＢＴパラメータは、更に、スケジューリングされたサブフレームの位置に基
づいて選択できる。
【０１３９】
　ステップ１０１において、送信デバイスは、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセス
を実行する。
【０１４０】
　本開示の一実施形態では、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムの
パラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行する際、
この方法は、
　コンテンションベースのアクセスが１回失敗した場合、後続するチャネルアクセスの優
先度情報に基づいて、より高い優先度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを選択することと、
　コンテンションベースのチャネルアクセスが１回成功した場合、後続するコンテンショ
ンベースのチャネルアクセスのための優先度情報に基づいて、より低い優先度レベルに対
応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することと
、
　（ここで、包括的に言えば、優先度レベルを使用して、失敗又は成功したコンテンショ
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ンベースのアクセスに、より高い又はより低い優先度レベルを使用するとは、成功したコ
ンテンションベースのアクセスより１つ下の優先度レベル又は失敗したコンテンションベ
ースのアクセスより１つ上の優先度レベルを使用することを意味する。）
　ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくチャネルアク
セスが失敗した回数が第１の所定の閾値に達した場合、コンテンションウィンドウ（ＣＷ
）サイズがより小さい及び／又はクリアチャネル評価（ＣＣＡ）の時間長がより長いＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセット、又はコンテンションベースのチャネルアクセスのための
より簡単な又はより高速のＬＢＴメカニズムを選択することと、
　（なお、より簡単なＬＢＴメカニズムとは、当業者によって使用される経験的概念であ
る。例えば、ＬＢＴ　Ｃａｔ２は、ＬＢＴ　Ｃａｔ４よりも簡単なメカニズムである。他
の例として、高速のＬＢＴメカニズムが使用される場合、ＬＢＴメカニズムを簡単な順で
並べると、ＬＢＴ　Ｃａｔ２（最も簡単）、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２、ＥＣＣＡプ
ロセス、繰延期間＋ＥＣＣＡプロセス、第１のＣＣＡ＋延長期間及びＥＣＣＡプロセス、
となる。）
　ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくコンテンショ
ンベースのアクセスが成功した回数が第２の所定の閾値に達した場合、ＣＷサイズがより
大きい及び／又はＣＣＡの時間長がより長いＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はコ
ンテンションベースのチャネルアクセスのためのより複雑なＬＢＴメカニズムを選択する
こととを更に含むことができる。
【０１４１】
　（なお、「より複雑な」という概念は、「より簡単な」の反対概念であり、後者から推
測することができ、例えば、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２は、ＬＢＴ　Ｃａｔ２より複
雑である。）
　第１の所定の閾値及び第２の所定の閾値は、予め定義され、統計に基づいて取得され、
又は基地局によって指示されるものであってもよい。
【０１４２】
　本開示の一実施形態では、この方法は、最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択することを含むことができ
る。
【０１４３】
　最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパ
ラメータセットを選択する動作は、再送信のためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットとして、最初の送信のために選択されたＬＢＴメカニズム及び
／又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットと比較して、異なるＬＢＴメカニズム又はＣ
Ｗサイズがより小さい及び／又はＣＣＡの時間長がより短い同じＬＢＴメカニズムを決定
することを含むことができる。
【０１４４】
　送信データが複数の連続するアップリンクサブフレームを含む場合、ＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定する動作は、それぞれのアップリン
クサブフレームに同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセット又は異な
るＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定するこ
とを含むことができる。
【０１４５】
　具体的には、同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリンクサブフ
レームについて、それぞれのアップリンクサブフレームについて、異なるＬＢＴメカニズ
ム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定する動作は、第１のアッ
プリンクサブフレームが送信される前に、高速のチャネルアクセスのための高速のＬＢＴ
メカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定することと、後
続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のチャネルアクセスのために
、先行するアップリンクサブフレームのために使用されたＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメ
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カニズムパラメータセットよりも高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパ
ラメータセットを決定することとを含むことができる。第１のアップリンクサブフレーム
に対して決定された高速のＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、
複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定される。通常、「複数の」
という用語は、２つ以上を意味する。
【０１４６】
　本開示の一実施形態では、同一キャリア内スケジューリングについて、この方法は、同
一キャリア内スケジューリングについて、第１のアップリンクサブフレームが送信される
前に、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカニズム
とＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定するとき、後続するアップリ
ンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコンテンションベースのチャネルアクセス
のためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用しないこ
とを決定できる。
【０１４７】
　同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリンクサブフレームについ
て、各アップリンクサブフレームについて、異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットを使用することを決定する動作は、第１のアップリンクサブフレーム
が送信される前に、高速のチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカニズム及びＬＢＴ
メカニズムパラメータセットを使用することを決定することと、後続するアップリンクサ
ブフレームのそれぞれについて、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのため
に、第１のアップリンクサブフレームに使用されるＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットと同じＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使
用することを決定することとを含むことができる。第１のアップリンクサブフレームに対
して決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは
、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続するアップリ
ンクサブフレームのそれぞれについて決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【０１４８】
　ここで、高速のＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットは、ダウンリ
ンクＬＢＴ　Ｃａｔ４のＣＷより小さい最大ＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム、
又は延長期間＋拡張クリアチャネル評価（ＥＣＣＡ）プロセス、又は直接ＥＣＣＡ、又は
エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２又はＬＢＴ　Ｃａｔ２の少なくとも１つを含む。
【０１４９】
　なお、延長期間＋ＥＣＣＡプロセスでは、最初に延長期間に等しい時間長を有するＣＣ
Ａが実行され、このチャネルが延長期間中にビジーであると評価された場合、ＥＣＣＡラ
ンダムバックオフが適用される。ここでは、ＥＣＣＡプロセスは、Ｎスロットのランダム
バックオフ値を有するＣＣＡを実行することである。チャネルが１つのスロット内におい
てアイドル状態であると評価された場合にのみ、次のスロットのＣＣＡを実行できる。チ
ャネルが１つのスロットにおいてアイドル状態であると評価されると、ランダムバックオ
フ値Ｎは、１だけデクリメントされる。チャネルがビジー状態の場合、延長期間において
ＣＣＡが実行される。ここでは、延長期間においてチャネルがアイドル状態であると評価
された場合もランダムバックオフ値Ｎをデクリメントすることができる。
【０１５０】
　キャリア間スケジューリング及び複数の連続するアップリンクサブフレームのために、
各アップリンクサブフレームについて、異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパ
ラメータセットを使用することを決定する動作は、ダウンリンクでデータを送信せず、免
許が必要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送信される場合、第１のアップ
リンクサブフレームが送信される前に、通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用するこ
とを決定することと、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行する
アップリンクサブフレームに使用されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムよりＣＷが小さい又
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はよりＬＢＴメカニズムがより簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定
することとを含むことができる。
【０１５１】
　好ましくは、第１のアップリンクサブフレームについて決定されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メ
カニズムは、複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続す
るアップリンクフレームのそれぞれについて決定されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム又は
より簡単なＬＢＴメカニズムは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【０１５２】
　本開示の一実施形態では、キャリア間スケジューリングのために、本方法は、ダウンリ
ンクでデータを送信せず、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送
信される場合、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メ
カニズムを使用することを決定し、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについ
て、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスにＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを適用しないことを決定することを更に含むことができる
。
【０１５３】
　本開示の一実施形態では、全てのサブフレームがアップリンクサブフレームである場合
、方法は、第１のアップリンクサブフレームを、第２のアップリンクサブフレームの前の
ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置と
して使用することと、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行する
アップリンクサブフレームの最後の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを、当該ア
ップリンクサブフレームについてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメー
タセットを適用するための位置として使用することとを更に含むことができる。
【０１５４】
　本開示の一実施形態では、この方法は、複数の連続するアップリンクサブフレームにつ
いて、送信デバイスによって、送信バースト内のアップリンクサブフレームの位置を取得
し、又はＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用すること
を更に含むことができ、これは、
　固定フレーム構造の場合、
　送信デバイスによって、スケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、所定
の規則に従ってＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット適用する
こと、又は
　フレキシブルなアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構造の場合、
　基地局によって、指示メッセージを介して、明示的に、スケジューリングされたサブフ
レームが最初のサブフレームであるか、最初のサブフレームの後ろの幾つかのサブフレー
ムであるかを送信デバイスに通知すること、又は
　基地局によって、動的ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を介して、スケジューリングさ
れたサブフレームに適用されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを送信デバイスに指示することによって行うことができる。
【０１５５】
　本開示の一実施形態では、送信デバイスから送信されたバースト内に複数の異なる優先
度レベルが存在する場合、この方法は、所定のＬＢＴポリシに従ってコンテンションベー
スのチャネルアクセスを行うことを更に含むことができる。
【０１５６】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットは、ユ
ーザ装置（ＵＥ）がスケジューリングされるサブフレームに関する情報に基づいてＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、基地局からＵＥに送
信されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、及び上位層無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
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決定することのうちの１つによって取得してもよい。
【０１５７】
　オプションとして、ＵＥがスケジューリングされるサブフレームに関する情報は、物理
層のＤＣＩシグナリングに基づいて決定してもよい。
【０１５８】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームのそれぞれに、先行するサブフレームより小さなコンテンションウ
ィンドウ（ＣＷ）が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されず、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されない。
【０１５９】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、後続するアップリンクサブフレー
ムにＬＢＴが適用されず、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、基地局によってシグナリングされ
るＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、後続するアップ
リンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、該アップリンクサブフレームに適
用されたものと同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて
、次のアップリンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、基地局によって設定されたＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフ
レームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、予め設定されたＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフレームにＬ
ＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、デフォルトのＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴメカニズムのパラメータセットに基づいて次のアップリンクサブフレームにＬＢ
Ｔが適用される。
【０１６０】
　オプションとして、ユーザ装置（ＵＥ）が、設定されたＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットに基づくチャネルアクセスに複数回連続して失敗した場合、こ
の方法は、ＬＢＴ優先度、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調
整することを更に含み、この調整は、
　基地局によってシグナリングされる指示、
　フィードバック情報の測定、
　干渉条件の測定、及び
　送信されるチャネル、送信される信号、送信される論理チャネル、又は送信されるトラ
フィックの種類のうちの少なくとも１つの優先度の１つに基づいて行われる。
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【０１６１】
　オプションとして、物理層ＤＣＩシグナリング又は上位層ＲＲＣシグナリングに、ＬＢ
Ｔメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを示す情報要素（ＩＥ）フィールド
が追加してもよい。ＩＥフィールドは、ｎビットを使用でき、ｎは、１以上の整数である
。
【０１６２】
　本開示の実施形態による方法により、ＬＢＴモードを決定できる。ＬＢＴモードを選択
することにより、不適切なＬＢＴモードのためにチャネルリソース及び指示情報が浪費さ
れることを回避でき、これにより、コンテンションベースのチャネルアクセスの効率が改
善される。
【０１６３】
　図２は、本開示の一実施形態に基づくＬＢＴモードを決定するための装置の構造を示す
ブロック図である。図２に示すように、この装置は、少なくとも、関連指示情報及び／又
は優先度情報及び／又は測定情報に基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットを決定するように構成されている決定ユニットを備える。
【０１６４】
　本開示の一実施形態では、この装置は、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴ
メカニズムパラメータセット送信デバイスに送信し、決定されたＬＢＴメカニズム及び／
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルア
クセスを送信デバイスに実行させるフィードバックユニットを更に備えることができる。
【０１６５】
　ＬＢＴメカニズムは、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズム及びランダムバ
ックオフを有するＬＢＴメカニズムを含むことができる。
【０１６６】
　ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットは、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムの最小ＣＷ、最大ＣＷ、延長期間の要素ｎの
少なくとも１つを含むことができる。ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムで
ある場合、ＬＢＴメカニズムパラメータセットは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムのＣＣＡ
の時間長を含むことができる。
【０１６７】
　ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合、ＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットは、更に、第１のＣＣＡの時間長を含むことができる。
【０１６８】
　本開示の一実施形態では、この装置は、カテゴリ決定ユニットを更に備えることができ
、カテゴリ決定ユニットは、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムである場合
、ＬＢＴ　Ｃａｔ４のパラメータセットにおける最大ＣＷの値と最小ＣＷの値との差、及
び／又は延長期間における要素ｎの大きさに基づいて、ＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トをそれぞれのカテゴリに分割する。分割されるＬＢＴメカニズムパラメータセットのそ
れぞれのカテゴリは、部分的に重なり合う又は重なり合わない、それぞれのカテゴリの最
大ＣＷ及び最小ＣＷに対応するＣＷ区間を有することができる。カテゴリ決定ユニットは
、ＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムである場合、ＬＢＴ　Ｃａｔ２のＣＣ
Ａの異なる時間長に基づいて、ＬＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリ
に分割し、又はＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２及びＬＢＴ　Ｃａｔ４を含む場合、
ＣＣＡの異なる時間長、ＣＷのサイズ及び／又は延長期間における要素ｎの大きさに基づ
いてＬＢＴメカニズムパラメータセットをそれぞれのカテゴリに分割するように構成する
ことができる。
【０１６９】
　決定ユニットは、
　関連指示情報が送信データパケットのサイズである場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信デ
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ータのサイズのセットを事前設定し、
　送信データパケットのサイズに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報が連続的にスケジューリングされたサブフレームの数である場合
、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、連続的
にスケジューリングされたサブフレームの数のセットを事前設定し、
　連続的にスケジューリングされたサブフレームの数に対応するＬＢＴメカニズム及び／
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングにおいて設定さ
れた１つ以上のビットである場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、ＤＣＩ
シグナリングにおいて設定されているビット情報のセット及び／又はビット数を予め設定
し、
　コンテンションベースのチャネルアクセスのためのＤＣＩシグナリングにおいて設定さ
れているビット情報及び／又はビット数に対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメ
カニズムパラメータセットを選択し、
　スイッチング関連情報がブロードキャストスキームである場合、
　送信デバイスにブロードキャストされるＬＢＴリストセット内の識別情報、ＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットのカテゴリ、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットに基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トを決定し、
　スイッチング関連情報がアップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャッ
プの時間領域長である場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応するギャップ
の時間領域長のセットを事前設定し、
　アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長に対応す
るＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定し、
　スイッチング関連情報が基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報であ
る場合、
　当該送信デバイスと基地局との間で共有されるようにスイッチングのためのＬＢＴメカ
ニズムの情報リストを事前設定し、
　送信デバイスによって、基地局によって指示され又はブロードキャストされた情報リス
ト内の識別情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを決定し、
　関連指示情報が送信バースト又は連続するアップリンクサブフレームにおけるスケジュ
ーリングされたサブフレームの位置である場合、
　各ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信バ
ースト内のスケジューリングされたサブフレームの位置又は連続するアップリンクサブフ
レーム内のスケジューリングされたサブフレームの位置を事前設定し、
　送信バースト内又は連続するアップリンクサブフレーム内のスケジューリングされたサ
ブフレームの位置に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを決定し、
　関連指示情報がスケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオである場合、
　同一キャリア内スケジューリング又はキャリア間スケジューリングに基づいて、ＬＢＴ
メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定するように構成すること
ができる。
【０１７０】
　本開示の一実施形態では、この装置は、コンテンション処理ユニットを更に備えること
ができ、コンテンション処理ユニットは、スイッチング関連情報がアップリンクバースト
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とダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長である場合、各ＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応するギャップの時間領域長のセット
を事前設定し、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領
域長が所定の閾値よりも短い場合、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットを適用しないと決定するように構成することができる。
【０１７１】
　決定ユニットは、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決定した後、優先度情報
における異なる優先度レベルに基づいて、ＬＢＴメカニズムに対応するＬＢＴメカニズム
パラメータセットを決定するように構成することができる。
【０１７２】
　決定ユニットは、関連指示情報に基づいてＬＢＴメカニズムを決定した後、優先度情報
に含まれる異なる優先度に基づいて、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズ
ム、ＬＢＴメカニズムパラメータセット、又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテ
ゴリを決定するように構成することができる。優先度情報は、トラフィックタイプのＱｏ
Ｓ優先度、チャネルの優先度、信号の優先度、及び／又は論理チャネルの優先度を含むこ
とができる。
【０１７３】
　本開示の一実施形態では、この装置は、調整ユニットを備えることができ、調整ユニッ
トは、決定ユニットが、所定の対応関係に従って、対応するＬＢＴメカニズム、ＬＢＴメ
カニズムパラメータセット又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリを決定した
後、関連指示情報に基づいて、ＬＢＴメカニズムのより具体的なパラメータを決定するよ
うに構成することができる。
【０１７４】
　本開示の一実施形態では、この装置は、調整処理ユニットを更に備え、調整処理ユニッ
トは、決定されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づ
いて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行するとき、コンテンションベース
のアクセスが１回失敗した場合、後続するコンテンションベースのチャネルアクセスの優
先度情報に基づいて、より高い優先度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを選択し、コンテンションベースのアクセスが１回成功し
た場合、後続するコンテンションベースのチャネルアクセスのための優先度情報に基づい
て、より低い優先度レベルに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットを選択し、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット
に基づくコンテンションベースのアクセスが失敗した回数が第１の所定の閾値に達した場
合、ＣＷサイズがより小さい及び／又はＣＣＡの時間長がより長いＬＢＴメカニズムパラ
メータセット、又はコンテンションベースのチャネルアクセスのためのより簡単な又はよ
り高速のＬＢＴメカニズムを選択し、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットに基づくコンテンションベースのアクセスが成功した回数が第２の所定の閾
値に達した場合、ＣＷサイズがより大きい及び／又はＣＣＡの時間長がより長いＬＢＴメ
カニズムパラメータセット、又はコンテンションベースのチャネルアクセスのためのより
複雑なＬＢＴメカニズムを選択するように構成することができる。第１の所定の閾値及び
第２の所定の閾値は、予め定義され、統計に基づいて取得され、又は基地局によって指示
することができる。
【０１７５】
　本開示の一実施形態では、この装置は、最初の送信及び再送信について異なるＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットが選択されるように、データの再
送信のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整する再送信
調整ユニットを更に備えることができる。
【０１７６】
　再送信調整ユニットは、再送信のためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットとして、最初の送信のために選択されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
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ＢＴメカニズムのパラメータセットと比較して、異なるＬＢＴメカニズム又はＣＷサイズ
がより小さい及び／又はＣＣＡの時間長がより短い同じＬＢＴメカニズムを決定するよう
に構成することができる。
【０１７７】
　決定ユニットは、更に、複数の連続するアップリンクサブフレームについて、それぞれ
のアップリンクサブフレームに同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ット又は異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用すること
を決定するように構成することができる。
【０１７８】
　決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリ
ンクサブフレームについて、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、高速の
コンテンションベースのチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定し、後続するアップリンクサブフ
レームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームのために、高速のコンテ
ンションベースのチャネルアクセスのために使用されたＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットよりも高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットを決定するように構成することができる。第１のアップリンクサブフレーム
に対して決定された高速のＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、
複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定される。
【０１７９】
　決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリングについて、第１のアップリン
クサブフレームが送信される前に、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスに高
速のＬＢＴメカニズムとＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを決定し、後
続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコンテンションベースのチ
ャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット
を使用しないことを決定するように構成することができる。
【０１８０】
　決定ユニットは、更に、同一キャリア内スケジューリング及び複数の連続するアップリ
ンクサブフレームについて、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、高速の
コンテンションベースのチャネルアクセスのための高速のＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメ
カニズムパラメータセットを使用することを決定し、後続するアップリンクサブフレーム
のそれぞれについて、高速のコンテンションベースのチャネルアクセスのために第１のア
ップリンクサブフレームに使用されるＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータ
セットと同じＬＢＴメカニズム及びＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用することを
決定するように構成することができる。第１のアップリンクサブフレームに対して決定さ
れる高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、複数の直
交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続するアップリンクサブフ
レームのそれぞれについて決定される高速のＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【０１８１】
　決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリング及び複数の連続するアップリンク
サブフレームのために、ダウンリンクでデータを送信せず、免許が必要なキャリアを介し
てアップリンクグラント情報が送信される場合、第１のアップリンクサブフレームが送信
される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定し、後続するアップリン
クサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームに使用されたＬ
ＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムよりＣＷが小さい又はよりＬＢＴメカニズムがより簡単なＬＢ
Ｔ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定するように構成することができる。
【０１８２】
　決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリングのために、ダウンリンクでデータ
を送信せず、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグラント情報が送信される場合
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、第１のアップリンクサブフレームが送信される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使
用することを決定し、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、高速のコ
ンテンションベースのチャネルアクセスにＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズム
パラメータセットを適用しないことを決定するように構成することができる。
【０１８３】
　決定ユニットは、更に、キャリア間スケジューリング及び複数の連続するアップリンク
サブフレームのために、ダウンリンクでデータを送信せず、免許が必要なキャリアを介し
てアップリンクグラント情報が送信される場合、第１のアップリンクサブフレームが送信
される前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定し、後続するアップリン
クサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームに使用されたＬ
ＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムよりコンテンションウィンドウ（ＣＷ）が小さい又はよりＬＢ
Ｔメカニズムがより簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用することを決定できる。第
１のアップリンクサブフレームについて決定されたＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、複数
の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルによって設定され、後続するアップリンクサ
ブフレームのそれぞれについて決定されるＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム又はより簡単なＬ
ＢＴメカニズムは、１つのＯＦＤＭシンボルによって設定される。
【０１８４】
　本開示の一実施形態では、この装置は、位置決定ユニットを更に備えることができ、位
置決定ユニットは、複数の連続するアップリンクサブフレームについて、第１のアップリ
ンクサブフレームを、第２のアップリンクサブフレームの前のＬＢＴメカニズム及び／又
はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置として使用し、後続するアッ
プリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームの最後の
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを、当該アップリンクサブフレームについてＬ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置とし
て使用するように構成することができる。
【０１８５】
　本開示の一実施形態では、この装置は、送信バースト内のアップリンクサブフレームの
位置を取得し、又はＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適
用する取得ユニットを更に備えることができ、これは、
　固定フレーム構造の場合、
　送信デバイスによって、スケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、所定
の規則に従ってＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット適用する
こと、又は
　フレキシブルなアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構造の場合、
　基地局によって、指示メッセージを介して、明示的に、スケジューリングされたサブフ
レームが最初のサブフレームであるか、最初のサブフレームの後ろの幾つかのサブフレー
ムであるかを送信デバイスに通知すること、又は
　基地局によって、動的ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を介して、スケジューリングさ
れたサブフレームに適用されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを送信デバイスに指示することによって行うことができる。
【０１８６】
　本開示の一実施形態では、この装置は、優先度ポリシユニットを更に備えることができ
、優先度ポリシユニットは、送信デバイスから送信されたバースト内に複数の異なる優先
度レベルが存在する場合、所定の優先度ポリシに従って、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬ
ＢＴメカニズムパラメータセットを決定するように構成することができる。
【０１８７】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットは、ユ
ーザ装置（ＵＥ）がスケジューリングされるサブフレームに関する情報に基づいてＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、基地局からＵＥに送
信されるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又は
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ＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定すること、及び上位層無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリングに基づいてＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
決定することのうちの１つによって取得してもよい。
【０１８８】
　オプションとして、ＵＥがスケジューリングされるサブフレームに関する情報は、物理
層のＤＣＩシグナリングに基づいて決定してもよい。
【０１８９】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームのそれぞれに、先行するサブフレームより小さなコンテンションウ
ィンドウ（ＣＷ）が適用され、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ４が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されず、又は
　第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２が適用され、複数の後続するアッ
プリンクサブフレームにＬＢＴが適用されないようにしてもよい。
【０１９０】
　オプションとして、複数のアップリンクサブフレームの場合、又は複数の連続するサブ
フレームがスケジューリングされる場合、
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、後続するアップリンクサブフレー
ムにＬＢＴが適用されず、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが成功した場合、基地局によってシグナリングされ
るＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、後続するアップ
リンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、該アップリンクサブフレームに適
用されたものと同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて
、次のアップリンクサブフレームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、基地局によって設定されたＬＢＴ
メカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフ
レームにＬＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、予め設定されたＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、次のアップリンクサブフレームにＬ
ＢＴが適用され、又は
　アップリンクサブフレームでＬＢＴが失敗した場合、デフォルトのＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴメカニズムのパラメータセットに基づいて次のアップリンクサブフレームにＬＢ
Ｔが適用されるようにしてもよい。
【０１９１】
　オプションとして、ユーザ装置ＵＥが、設定されたＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットに基づくチャネルアクセスに複数回連続して失敗した場合、ＬＢＴ
優先度、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整してもよく、こ
の調整は、
　基地局によってシグナリングされる指示、
　フィードバック情報の測定、
　干渉条件の測定、及び
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　送信されるチャネル、送信される信号、送信される論理チャネル、又は送信されるトラ
フィックの種類のうちの少なくとも１つの優先度の１つに基づいて行うことができる。
【０１９２】
　オプションとして、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを示す情
報要素（Information Element：ＩＥ）フィールドを追加してもよい。ＩＥフィールドは
、ｎビットを使用でき、ｎは、１以上の整数である
　なお、本開示の実施形態に基づく装置によれば、各ユニットは、実際のネットワーク構
造に応じて、基地局に設けてもよく、送信デバイスに設けてもよく、基地局及び送信デバ
イスに接続されたスタンドアロンデバイスであってもよい。これらを別々の場所に設ける
場合、確立されたネットワーク通信を介して幾つかの情報を交換する必要がある。当業者
は、進歩的な努力なしでこのような変形を想到できる。
【０１９３】
　ＬＢＴモードスイッチングのための方法を提供する。この方法は、関連指示情報及び／
又は優先度情報及び／又は測定情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットを決定することと、送信デバイスによって、決定されたＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、チャネルアクセスを
実行することを含む。
【０１９４】
　以下では、特定の実施形態を参照して、本発明の実施形態に係る方法について詳細に説
明する。これらの実施形態は、本開示の実施形態を例示するためにのみ提供され、本開示
の実施形態の範囲を限定するものではない。
【０１９５】
＜実施形態１＞
　この実施形態では、ＬＢＴモードスイッチングには、以下の２つのタイプがある。
【０１９６】
　タイプ１：異なるＬＢＴメカニズム間のスイッチング、及び
　タイプ２：１つのＬＢＴメカニズム内における異なるＬＢＴメカニズムパラメータセッ
ト間のスイッチング。
【０１９７】
　ＬＢＴメカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズム、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム及び
ＬＢＴ　Ｃａｔ３メカニズムを含む。ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、ランダムバックオ
フを有さないＬＢＴメカニズムである。ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズム
は、コンテンションベースのチャネルアクセスのために１つのＣＣＡのみが実行されるＬ
ＢＴ　Ｃａｔ２及びコンテンションベースのチャネルアクセスのために複数のＣＣＡが実
行されるエンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２に分類することができる。ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカ
ニズムでは、各ＣＣＡは、３４μｓ、２５μｓ、２０μｓ、１６μｓ、９μｓ又は４μｓ
の時間長を有することができる。ＣＣＡの時間長は、予め定義してもよく、基地局によっ
て指示してもよく、ＲＲＣシグナリングを介して通知してもよく、異なるＱｏＳレベルに
基づいて決定してもよく、異なるチャネル／信号／論理チャネルの優先度に基づいて決定
してもよく、又は本開示の実施形態に基づいて提供される関連指示情報に基づいて決定し
てもよい。ここでは、「予め定義する」という用語は、当業者によって経験的に決定され
ることを意味する。一般的には、ＱｏＳレベルが高い（対応する優先度のインデクスが小
さい）ほど、ＣＣＡの時間長が短くなり、並びにチャネル／信号／論理チャネルの優先度
が高い（対応する優先度のインデクスが小さい）ほど、ＣＣＡの時間長が短くなる。
【０１９８】
　ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、可変ＣＷサイズを有するランダムバックオフを有する
ＬＢＴメカニズムである。ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのパラメータのセットは、第１の
ＣＣＡ、ランダムバックオフ値Ｎ、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）、最大ＣＷ（ＣＷｍａｘ）、
及び延長期間（defer period）を含む。延長期間は、ｎ×９μｓ＋１６μｓ又は１６μｓ
＋ｎ×９μｓであり、ここで、ｎは、自然数である。
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【０１９９】
　好ましくは、第１のＣＣＡ（例えば、第１のＣＣＡ）は、３４μｓ（１６μｓ＋２×９
μｓ又は９μｓ＋（１６μｓ＋１６μｓ））、２５μｓ又は９μｓの時間長を有すること
ができる。ランダムバックオフ値Ｎは、［０，ｑ－１］の区間の値であり、ｑは、ＣＷｍ
ｉｎからＣＷｍａｘまでの範囲の値である。アップリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムに
ついては、延長期間中におけるｎの値は、［０，２］の範囲とすることができる。オプシ
ョンとして、ｎの値は、経験的な値として１にすることができる。更に、送信デバイスが
チャネルに速くアクセスできるようにするために、ｎを０に設定してもよい。Ｗｉ－Ｆｉ
システムにおけるＤＩＦＳ（Distributed Inter-Frame Spacing）検出の時間長に合わせ
るために、ｎの値を２にしてもよい。ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａｔ４
のランダムバックオフ値が０の場合のＬＢＴ　Ｃａｔ４の特別なケースであると考えるこ
とができる。
【０２００】
　ＬＢＴ　Ｃａｔ３メカニズムは、一定のＣＷサイズを有するランダムバックオフを有す
るＬＢＴメカニズムである。好ましくは、ＬＢＴ　Ｃａｔ３メカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａ
ｔ４においてＣＷｍｉｎ＝ＣＷｍａｘの場合のＬＢＴ　Ｃａｔ４の特別なケースである。
【０２０１】
　ＬＢＴメカニズムパラメータセット間のスイッチングは、ＣＣＡの異なる時間長又は異
なるＣＷサイズを有するＬＢＴパラメータセット間、又は異なるＬＢＴメカニズム間のス
イッチングを含む。
【０２０２】
　ここで、上述の各ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのスイッチ
ングは、定義された条件又は状況においてトリガでき、これらには、異なるパラメータセ
ット間の異なるＣＷサイズ、延長期間における異なるｎ値及び／又はＣＣＡの異なる時間
長が含まれる。
【０２０３】
＜実施形態２＞
　この実施形態では、関連指示情報は、送信データパケットのサイズである。ＬＢＴメカ
ニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、この関連指示情報に基づいて以
下のように決定できる。
【０２０４】
　それぞれのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する
送信データのサイズのセットを事前設定できる。送信データパケットのサイズが含まれる
送信データのサイズ範囲に応じて、送信データのサイズ範囲に対応する、コンテンション
ベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットを選択する。この例では、送信データのサイズの区間は、［ｘ１，ｘ２］、［
ｘ３，ｘ４］、［ｘ５，ｘ６］及び［ｘ７，ｘ８］を含むことができる。送信データのサ
イズのそれぞれの区間は、部分的に重複していてもよく、互いに重複していなくてもよい
。通常、区間は、先行する区間の最小値に等しい又はこれより小さい最小値を有し、先行
する区間の最大値より大きい最大値を有する。この実施形態について、送信データパケッ
トのサイズが送信データのサイズのための各区間に含まれる実施例を参照して詳細に説明
する。
【０２０５】
　この実施形態では、送信データパケットのサイズＡが、送信データのサイズとは異なる
区間に含まれる場合、対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを選択できる。送信デバイス（この実施形態では、ＬＡＡ　ＵＥ）によって送信さ
れるデータパケットのサイズが［ｘ１，ｘ２］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前
に１つのＣＣＡのみが実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用できる。ＬＢＴ　Ｃ
ａｔ２メカニズムを選択する主な理由は、送信データパケットが大きくなく、ＬＢＴメカ
ニズムが失敗しても、重大なリソースの浪費が生じないためである。ここでは、送信デー
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タパケットのサイズは、主に、送信デバイスに応じて、基地局によって設定される。更に
、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムにより、送信デバイスは、データパケットを送信するため
に高速のコンテンションベースのチャネルアクセスを実行できる。送信データパケットの
サイズＡが［ｘ３，ｘ４］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に２回以上のＣＣＡ
が実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用でき、これにより、チャネルアクセスの
ために複数の機会を提供でき、この区間内の送信データパケットサイズで、送信デバイス
がデータを正常に送信できることを保証できる。送信データパケットのサイズＡが［ｘ５
，ｘ６］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前にＬＢＴ　Ｃａｔ３メカニズムを使用
できる。送信データパケットのサイズＡが［ｘ７，ｘ８］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥ
は、送信前にＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用できる。この実施形態では、送信データ
パケットのサイズに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴ
メカニズムが選択される。送信データパケットが大きい場合、ＣＣＡの時間長が長い又は
大きなＣＷサイズを有するＬＢＴメカニズムが選択される。送信データパケットのサイズ
に基づいて、様々なＬＢＴメカニズムを柔軟に選択できる。これにより、データの効率的
かつ高速な伝送を保証できると共に、リソースを合理的に利用できる。
【０２０６】
　この実施形態では、送信データパケットのサイズＡが異なる区間に含まれる場合、コン
テンションベースのチャネルアクセスのために、異なるＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トを選択できる。具体的には、コンテンションベースのチャネルアクセスのために、パラ
メータセット内の異なるＣＷ値を選択できる。送信データパケットのサイズＡが［ｘ１，
ｘ２］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前にＣＷが最小のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニ
ズムを使用できる。例えば、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）を１とすることができ、最大ＣＷ（
ＣＷｍａｘ）を３とすることができ、延長期間におけるｎの値を１又は２とすることがで
きる。もちろん、より高速のコンテンションベースのチャネルアクセスを提供するために
、ｎを０に設定してもよい。送信データパケットのサイズＡが［ｘ３，ｘ４］に含まれる
場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に最小ＣＷより大きいＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカ
ニズムを使用でき、これ以降も同様に、データパケットのサイズが増加すると、対応する
ＬＢＴ　Ｃａｔ４のＣＷが増加する。送信データパケットのサイズの区間は、部分的に重
複していてもよく、重複していなくてもよい。区間の終了点の値は、増加する。
【０２０７】
＜実施形態３＞
　この実施形態では、関連指示情報は、連続的にスケジューリングされたサブフレームの
数である。ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、送信デー
タパケットのサイズに基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータ
セットを決定する場合と同様の手法で、関連指示情報に基づいて決定できる。
【０２０８】
　具体的には、それぞれのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トに対応する一連の連続的にスケジューリングされたサブフレームを事前設定できる。連
続的にスケジューリングされたサブフレームの数に応じて、コンテンションベースのチャ
ネルアクセスのためのＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
選択できる。連続的にスケジューリングされたサブフレームの数の区間の値及び重複に関
連する原理は、送信データのサイズの区間についてのものと同じである。この実施形態で
は、一連の連続的にスケジューリングされたサブフレームの数の区間が［ｍ１，ｍ２］、
［ｍ３，ｍ４］、［ｍ５，ｍ６］及び［ｍ７，ｍ８］を含むと仮定する。
【０２０９】
　連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが［ｍ１，ｍ２］に含まれる場合
、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に１つのＣＣＡのみが実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズム
を使用できる。連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが［ｍ３，ｍ４］に
含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に２つ以上のＣＣＡが実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ
２メカニズムを使用できる。同様に、ＵＥが連続的にスケジューリングされたサブフレー
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ムの数Ａが［ｍ５，ｍ６］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前にＬＢＴ　Ｃａｔ３
メカニズムを使用できる。ＵＥが連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが
［ｍ７，ｍ８］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前にＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム
を使用できる。ここで、各区間の端点の値は、異なっていてもよく（すなわち、区間毎に
、左端点が、右端点よりも小さくてもよく）、同じであってもよい。アップリンク送信サ
ブフレームの数又はアップリンク送信バーストの長さは、特定のフレーム構造に応じて、
１ｍｓ、２ｍｓ、３ｍｓ、４ｍｓ、５ｍｓ、又は５ｍｓより大とすることができる。好ま
しくは、ｍ１及び／又はｍ２は、１ｍｓ又は２ｍｓとして設定することができる。利用可
能なアップリンクＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ２及びＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム
のみを含む場合、異なるサイズのデータパケットは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２、及びＣＷ値が連
続して増加するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムに対応することができる。すなわち、ＬＢＴ
　Ｃａｔ２、及び異なるＣＷサイズを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４は、連続的にスケジューリ
ングされたサブフレームの数の異なる区間に対応する。これに代えて、アップリンク送信
前にＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのみが利用可能である場合、ＬＢＴメカニズムのパラメ
ータセットは、連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが含まれる、連続的
にスケジューリングされたサブフレームの数の異なる区間に基づいて、ＬＢＴメカニズム
パラメータセット内の異なるＣＷサイズを選択することによって選択できる。具体的には
、ＬＢＴモードは、以下のようにスイッチングすることができる。
【０２１０】
　連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが［ｍ１，ｍ２］に含まれる場合
、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）として１、及び最大ＣＷ（ＣＷｍ
ａｘ）として３を使用でき、延長期間におけるｎの値は、実際の状況に応じて、０、１又
は２とすることができる。連続的にスケジューリングされたサブフレームの数Ａが［ｍ３
，ｍ４］に含まれる場合、ＬＡＡ　ＵＥは、送信前に、［ｍ１，ｍ２］に使用したものよ
り大きい最小ＣＷを使用でき、これ以降も同様である。
【０２１１】
＜実施形態４＞
　この実施形態では、関連指示情報は、ＤＣＩシグナリングで設定された１つ以上のビッ
トである。ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、各ＬＢＴ
メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、ＤＣＩシグナリン
グで設定されるビット情報及び／又はビット数を事前設定し、コンテンションベースのチ
ャネルアクセスのためのＤＣＩシグナリングにおいて設定されているビット情報及び／又
はビット数に対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
選択することによって、関連指示情報に基づいて決定できる。
【０２１２】
　好ましくは、ＤＣＩシグナリングにおいて設定される異なるビット情報は、指定された
ＩＥフィールドの値、例えば、０からＮの整数値を参照することができ、これらは、異な
るＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応している。ＩＥ
フィールドが３ビットを含むと仮定すると、９個（０～８）のＬＢＴメカニズム及び／又
はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定できる。例えば、ＩＥフィールドの値が００
０の場合、これは、１つのＣＣＡのみが実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２が選択可能であるこ
とをＵＥに指示し、ＩＥフィールドの値が００１の場合、これは、２つ以上のＣＣＡが実
行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムが選択可能であることをＵＥに指示し、ＩＥフィー
ルドの値が０１０の場合、これは、最小のＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム又は
ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムが選択可能であることをＵＥに指示する。以降も同様に、Ｉ
Ｅフィールドの値が増加するにつれて、ＣＷサイズが連続的に増加する。ＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットは、延長期間におけるｎ、第１のＣＣＡのスロット長等、他のパラメ
ータを含むことができる。
【０２１３】
　ＤＣＩシグナリングが［０，ｑ－１］の区間でランダムバックオフ値Ｎを含み、送信デ



(37) JP 6830956 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

バイスがＤＣＩシグナリングを正しく復号できる場合、送信デバイスは、ランダムバック
オフ値Ｎに基づいて、送信前にＬＢＴメカニズムを決定できる。ここで、ｑは、ＬＢＴ　
Ｃａｔ４メカニズムに対応する［ＣＷｍｉｎ，ＣＷｍａｘ］の区間内の値をとる。ＤＣＩ
シグナリングがランダムバックオフ値Ｎを搬送していても、送信デバイスがこれを復号で
きない場合、送信デバイスは、ランダムバックオフ値Ｎを取得できず、この理由が、ＤＣ
Ｉシグナリングを正しく復号できなかったためであるか、ＤＣＩシグナリングが値Ｎを搬
送していなかったためであるかを判定できない。この場合、送信デバイスは、コンテンシ
ョンベースのチャネルアクセス用の所定のＬＢＴメカニズムを使用できる。
【０２１４】
＜実施形態５＞
　この実施形態では、関連指示情報は、ブロードキャストスキームである。ＬＢＴメカニ
ズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、送信デバイスにブロードキャスト
されるＬＢＴメカニズムの識別情報又はＬＢＴメカニズムパラメータセットのカテゴリに
基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択するこ
とによって、関連指示情報に基づいて決定できる。
【０２１５】
　具体的には、ブロードキャストスキームとは、コンテンションベースのチャネルアクセ
スのために選択されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
送信デバイスに直接的にブロードキャストできることを意味する。例えば、基地局は、Ｌ
ＢＴメカニズムのパラメータセットにおいて、ランダムバックオフ値Ｎ＝０を送信デバイ
スにブロードキャストできる。送信デバイスは、このパラメータから、スケジューリング
されたサブフレームの前に、ＬＢＴ　Ｃａｔ２をランダムバックオフなしで適用する必要
があることを知ることができる。これに代えて、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズ
ムを使用できる。この実施形態では、ＣＣＡのスロット長は、基地局によって予め定義又
は設定してもよく、デフォルト値であってもよい。同様に、ランダムバックオフ値Ｎ＝３
がブロードキャストされる場合、ＥＣＣＡプロセスにおけるランダムバックオフ値Ｎ＝３
のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムに基づいてコンテンションベースのチャネルアクセスを実
行できる。
【０２１６】
＜実施形態６＞
　この実施形態では、関連指示情報は、アップリンクバーストとダウンリンクバーストと
の間のギャップの時間領域長である。アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの
間のギャップの時間領域長は、基地局からシグナリングしてもよく、アップリンクバース
ト及びダウンリンクバーストのそれぞれの長さに基づいて判定してもよく（これは、当分
野では一般的な手法である）、（例えば、主に経験値に基づいて）事前設定してもよい。
【０２１７】
　具体的には、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領
域長が１６μｓ又は２５μｓよりも小さい場合、アップリンク送信バーストの送信前にＬ
ＢＴメカニズムを適用することはできない。アップリンクバーストとダウンリンクバース
トとの間のギャップの時間領域長が１つのＯＦＤＭシンボルに相当し、選択されたＬＢＴ
メカニズムを使用するコンテンションベースのチャネルアクセスの開始位置が、１つのＯ
ＦＤＭシンボルの後半である場合、データ送信前にＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用で
きる。これに代えて、アップリンクにおいてＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムしか使用できな
い場合、送信デバイスは、送信前に最小ＣＷ値を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用できる。
アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長が１つのＯ
ＦＤＭシンボルに相当し、ＬＢＴが１つのシンボルの中間の区間で開始される場合、送信
デバイスは、送信前に１つ以上のＣＣＡが実行されるＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用
できる。ここで、アップリンクにおいてＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズム及びＬＢＴ　Ｃａｔ
４メカニズムの２つのＬＢＴモードがある場合、アップリンク送信バーストの第１のアッ
プリンクサブフレームでは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２又はエンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２を使用



(38) JP 6830956 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

し、後続するサブフレームでは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２を使用し、又はＬＢＴメカニズムを実
行しないことによって、アップリンクチャネルアクセスの確率及びアップリンクリソース
効率を向上させることができる。これに代えて、アップリンクが１つのＬＢＴ　Ｃａｔ４
メカニズムのみを有する場合、アップリンク送信バースト内の第１のアップリンクサブフ
レームにおいて、可能な限り小さなＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用できる。オプシ
ョンとして、後続するアップリンクサブフレームにおいて、第１のサブフレームと同じＬ
ＢＴ　Ｃａｔ４パラメータの構成、又は連続的に減少するＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４
メカニズムを使用してもよい。アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギ
ャップの時間領域長が１つのＯＦＤＭシンボルに相当し、１つのシンボルの前半でＬＢＴ
が開始される場合も、この手法が適用される。同様に、上記のスキームは、アップリンク
バーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域長が１つのＯＦＤＭシンボ
ルよりも長い場合、例えば、第１のアップリンクサブフレームにおいて、ＣＷが可能な限
り小さい（例えば、ＣＷｍｉｎ＝１、ＣＷｍａｘ＝３、及び延長期間におけるｎ＝１の）
ＬＢＴ　Ｃａｔ２又はＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用できる。
【０２１８】
　他の例として、アップリンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間
領域長によって、送信前に使用するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメ
ータセットを直接的に指示してもよい。例えば、ギャップの時間領域長が、１６μｓ又は
２５μｓとすることができる所定の閾値よりも小さい場合、アップリンク送信バーストの
送信前にはＬＢＴメカニズムを適用せず、バースト内の他のアップリンクサブフレームに
もＬＢＴメカニズムを適用しない。オプションとして、隠れステーション問題を回避する
ために、ＬＢＴ　Ｃａｔ２プロセスを実行してもよい。ギャップの時間領域長が１６μｓ
又は２５より大きい場合、好ましくは、コンテンションベースのチャネルアクセスにＬＢ
Ｔ　Ｃａｔ２メカニズムを使用できる。アップリンクに１つのＬＢＴメカニズム、例えば
、ＬＢＴ　Ｃａｔ４のみが存在する場合、ギャップの短い時間領域長のために、ＣＷが可
能な限り小さいＬＢＴ　Ｃａｔ４プロセスを使用できる。後続する各サブフレームについ
ては、先行するサブフレームよりＣＷが小さいＬＢＴプロセスを使用できる。例えば、バ
ースト内の最後のアップリンクサブフレームでは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２を使用でき、又はＬ
ＢＴを適用しない。オプションとして、後続するサブフレームでは、コンテンションベー
スのチャネルアクセスのために、第１のサブフレームと同じＬＢＴメカニズム又はＬＢＴ
メカニズムパラメータセットを使用できる。これに代えて、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴ
メカニズムパラメータセットを適用しなくてもよい。
【０２１９】
　図３は、本開示の第６の実施形態に基づくＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズ
ムパラメータセットが適用される領域の位置を示す図である。図３に示すように、アップ
リンクバーストとダウンリンクバーストとの間のギャップの時間領域位置又は時間長に対
応して選択されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを用い
て、コンテンションベースのチャネルアクセスを行うことができる。
【０２２０】
＜実施形態７＞
　スイッチング関連情報は、基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の識別情報で
ある。ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットは、送信デバイス
と基地局との間で共有されるスイッチングのためのＬＢＴメカニズムの情報リストを事前
設定し、基地局から通知されたリスト情報に基づいて、送信デバイスがＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定することによって、関連指示情報に
基づいて決定できる。
【０２２１】
　表１は、本開示の実施形態７に基づく、基地局と送信デバイスとの間で共有されるリス
ト情報である。このリストに含まれるコンテンションベースのチャネルアクセスのＬＢＴ
メカニズムを表１に示す。
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【０２２２】
【表１】

【０２２３】
　ここでは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２におけるＣＣＡの開始位置は、固定された位置であっても
よく、ＬＢＴに利用可能な時間領域でランダムに選択された開始位置であってもよい。
【０２２４】
　コンテンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズムがＬＢＴ　Ｃａｔ
４メカニズムである場合、基地局と送信デバイスとの間で共有されるリスト情報は、表２
に示すように、ＣＷサイズに基づいて決定されるＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのための様
々なＬＢＴメカニズムパラメータセットを含む。
【０２２５】
【表２】

【０２２６】
　表１及び表２において、ＣＷサイズの値は、連続的に増加してもよく、ＬＢＴ　Ｃａｔ
４メカニズムのパラメータセットにおける延長期間（defer period）におけるｎの値は、
好ましくは、１とすることができる。これに代えて、ｎの値は、０又は２にしてもよい。
更に、リスト中のＬＢＴ　Ｃａｔ４候補中のｎの値は、同じであってもよく、異なってい
てもよい。オプションとして、第１のアップリンクサブフレームについて、チャネルアク
セスは、スケジュールに基づいて実行してもよく、基地局による指示に基づいて実行して
もよい。好ましくは、キャリア間スケジューリングにおいて、ダウンリンクで送信すべき
データがない場合には、ＵＥは、コンテンションベースのチャネルアクセスのための選択
可能な情報リスト内の大きなＣＷ値を有するパラメータを、メカニズムを用いて取得し、
又は自律的に判定できる。後続するアップリンクサブフレームでは、連続して減少するＣ
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Ｗ値を有するコンテンションベースのＬＢＴメカニズム、又はより簡単なＬＢＴメカニズ
ムを使用できる。これに代えて、後続するアップリンクサブフレームでは、コンテンショ
ンベースのチャネルアクセスのために第１のアップリンクサブフレームと同じＬＢＴメカ
ニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用してもよく、ＬＢＴメカニズム又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用しなくてもよい。
【０２２７】
　コンテンションベースのアクセスのためのＬＢＴメカニズムのみがＬＢＴ情報リストに
存在する場合、ＵＥは、使用するＬＢＴメカニズムを取得した後、更に、送信データのト
ラフィックタイプ又は送信チャネル又は信号の優先度に対応するＬＢＴパラメータ構成に
基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行できる。これに代えて、送信
バーストの長さ、バースト内のアップリンクサブフレームのインデクス、再送信、又は初
期送信に基づいて、ＬＢＴメカニズム内の特定のＬＢＴパラメータセットを決定し、チャ
ネルアクセスを行うこともできる。
【０２２８】
　オプションとして、ＵＥがＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに
基づくチャネルアクセスに複数回失敗した場合、自律的に、又は所定の時間内のチャネル
状態情報（Channel State Information：ＣＳＩ）、所定の時間内の基準信号受信電力（R
eference Signal Received Power：ＲＳＲＰ）、所定の時間内の基準信号受信品質（Refe
rence Signal Received Quality：ＲＳＲＱ）、ハイブリッド自動再送要求－確認（Hybri
d Automatic Repeat reQuest - Acknowledge：ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報、又は測定された
干渉に関する情報に基づいて、より簡略化されたＬＢＴメカニズム又はより小さいＣＷを
有するＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用でき、又は優先度を高める（これによって、より高い優先
度に対応するＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータ構成を使用する）ことが
できる。
【０２２９】
　同様に、ＵＥがＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくチャ
ネルアクセスに複数回成功した場合、コンテンションベースのアクセスの公正な機会を提
供するために、コンテンションベースのチャネルアクセス障害を処理する原則を適用して
、決定されたＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整することも
できる。
【０２３０】
　上記の情報リストにより、送信デバイスは、基地局によって送信デバイスに指示された
情報リスト内のインデクスを有するＬＢＴメカニズム、又は送信デバイスによって情報リ
ストから自律的に選択されたＬＢＴメカニズムを使用して、コンテンションベースのチャ
ネルアクセスを行うことができる。
【０２３１】
＜実施形態８＞
　この実施形態では、関連指示情報は、送信バースト又はアップリンクサブフレームにお
けるスケジューリングされたサブフレームの位置であり、各ＬＢＴメカニズム及び／又は
ＬＢＴメカニズムパラメータセットに対応する、送信バースト内のスケジューリングされ
たサブフレームの位置又は連続するアップリンクサブフレーム内のスケジューリングされ
たサブフレームの位置を事前設定することと、送信バースト内又は連続するアップリンク
サブフレーム内のスケジューリングされたサブフレームの位置に基づいて、ＬＢＴメカニ
ズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを決定することとによって、ＬＢＴメ
カニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを関連指示情報に基づいて決定で
きる。
【０２３２】
　好ましくは、それぞれのＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのパラメータ構成は、ＵＥが１つ
の送信バースト内のアップリンクサブフレーム又はアップリンクサブフレーム内でスケジ
ューリングされるサブフレームの位置に基づいて、ＣＷサイズの降順で選択することがで
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きる。オプションとして、第１のアップリンクサブフレームに続くアップリンクサブフレ
ームには、ランダムバックオフを有さないＬＢＴメカニズムを適用してもよく、ＬＢＴメ
カニズムを適用しなくてもよい。第１のアップリンクサブフレームの位置に基づいて選択
されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくコンテン
ションベースのアクセスが失敗した場合、次のアップリンクサブフレームにおいて、失敗
したサブフレームに対応するＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセ
ットを再度使用してもよく、より簡単なＬＢＴメカニズム又はより小さいＣＷを有するＬ
ＢＴパラメータ構成を使用してもよい。
【０２３３】
　例えば、第１のスケジューリングされたアップリンクサブフレームについては、ＣＷｍ
ａｘ＝７、ＣＷｍｉｎ＝５、及びｎ＝１である。第１のサブフレームが失敗した場合、第
２のスケジューリングされたアップリンクサブフレームに対して同じ構成を使用してもよ
い。これに代えて、第２のスケジューリングされたアップリンクサブフレームに対して、
ＣＷｍａｘ＝４、ＣＷｍｉｎ＝２、及びｎ＝１；ＣＷｍａｘ＝３、ＣＷｍｉｎ＝１、及び
ｎ＝１；ＣＷｍａｘ＝１、ＣＷｍｉｎ＝１、及びｎ＝１等を使用してもよい。
【０２３４】
　この実施形態について、送信デバイスが、アップリンクでのコンテンションベースのア
クセスのためのＬＢＴメカニズムとしてＬＢＴ　Ｃａｔ４のみを使用できる実施例を参照
して説明する。オプションとして、ランダムバックオフ値Ｎが０である場合、コンテンシ
ョンベースのアクセスメカニズムは、ＬＢＴ　Ｃａｔ２に格下げしてもよい。
【０２３５】
　特別なサブフレームがアップリンクサブフレームに先行する場合、コンテンションベー
スのアクセスのためのＬＢＴメカニズムは、通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムであるこ
とが好ましい。通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムとは、第１のＣＣＡ＋延長期間＋ラン
ダムバックオフプロセスＮを有するＥＣＣＡプロセスである。通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メ
カニズムの最大ＣＷは、ダウンリンクＬＢＴメカニズムのＣＷよりも小さい。ＣＷの最大
値は、最大で１０２４、最小で１である。例えば、最小ＣＷを１５、最大ＣＷを３１又は
６３とすることができ、延長期間における要素ｎは、［０，２］の最大設定可能範囲を有
することができる。近隣ノードとの干渉を可能な限り回避し、衝突確率を低減し、デバイ
スによるチャネルアクセスの成功率を高めるために、ｎの値を１とすることが好ましい。
【０２３６】
　ダウンリンクサブフレーム又はギャップの時間領域長が送信バースト内の第１のアップ
リンクサブフレーム又は第１のスケジューリングされたアップリンクサブフレームに先行
する場合、コンテンションベースのアクセスのためのＬＢＴメカニズムは、通常のＬＢＴ
　Ｃａｔ４メカニズムであることが好ましい。なお、ＬＢＴメカニズムの最大ＣＷは、特
別なサブフレームのＣＷよりも小さいＣＷ範囲内である。例えば、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ
）を７、最大ＣＷ（ＣＷｍａｘ）を１５とすることができ、延長期間における要素ｎは、
［０，２］の最大設定可能範囲を有することができる。ｎの値は、１とすることが好まし
い。
【０２３７】
　送信バースト内の第２のアップリンクサブフレーム、又はＵＥが連続的にスケジューリ
ングされる第２のアップリンクサブフレームについては、最大ＣＷ値より小さいＣＷを有
するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのみをＬＢＴモードとして選択することが好ましい。例
えば、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）を３、最大ＣＷ（ＣＷｍａｘ）を７とすることができ、延
長期間における要素ｎは、［０，２］の最大設定可能範囲を有することができる。ｎの値
は、１とすることが好ましい。
【０２３８】
　同様に、送信バースト内の第３のアップリンクサブフレーム、又はＵＥが連続してスケ
ジューリングされる第３のアップリンクサブフレームについては、第１の及び第２のアッ
プリンクサブフレームのＣＷ値よりも小さいＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムの
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みをＬＢＴメカニズムとして選択することが好ましい。例えば、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）
を１、最大ＣＷ（ＣＷｍａｘ）を３とすることができ、延長期間における要素ｎは、［０
，２］の最大設定可能範囲を有することができる。ｎの値は、１とすることが好ましい。
【０２３９】
　送信バースト内の第４のアップリンクサブフレーム、又はＵＥが連続的にスケジューリ
ングされる第４のアップリンクサブフレームについては、第１、第２及び第３のアップリ
ンクサブフレームのＣＷ値よりも小さいＣＷ値を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム、固
定ＣＷ（すなわち、ＣＷｍａｘ＝ＣＷｍｉｎ）を有するＬＢＴ　Ｃａｔ３、又はランダム
バックオフ値Ｎ＝０を有するＬＢＴ　Ｃａｔ２のみをＬＢＴメカニズムとして選択するこ
とが好ましい。例えば、最小ＣＷ（ＣＷｍｉｎ）を１とし、最大ＣＷ（ＣＷｍａｘ）を１
とすることができ、Ｎの値は、［０，ｑ－１］の範囲としてもよく、ｑは、１の最大値を
有することができる（すなわち、ランダムバックオフ値Ｎは、０のみになる）。延長期間
における要素ｎは、［０，２］の最大設定可能範囲を有することができる。ｎの値は、１
とすることが好ましい。これに代えて、最小ＣＷ及び最大ＣＷは、それぞれ２であっても
よい。同様に、異なる時間長を有するＬＢＴ　Ｃａｔ２検出スロットを更に使用してもよ
く。エンハンスド　Ｃａｔ２を使用してもよい。上記の場合、延長期間における要素ｎの
値は、同じであってもよく、異なる状況において異なるように設定してもよい。
【０２４０】
　複数のサブフレームにおいて同じ又は異なるＵＥが連続してスケジューリングされる場
合、第１のアップリンクサブフレームについては通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用し、後続
するサブフレームにＬＢＴを適用しなくてもよい。これに代えて、第１のアップリンクサ
ブフレームについては通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用し、後続するサブフレームには、連
続して減少するＣＷ値を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを適用して、コンテンション
ベースのチャネルアクセスを行ってもよい。これに代えて、第１のアップリンクサブフレ
ームについては通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４を使用し、後続するサブフレームにはＬＢＴ　Ｃ
ａｔ２又は高速のＬＢＴメカニズムを使用してもよい。これに代えて、第１のアップリン
クサブフレームにはＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用し、後続するサブフレームにはＬ
ＢＴメカニズムを適用しなくてもよい。これに代えて、第１のアップリンクサブフレーム
についてはＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを使用し、後続するサブフレームにはＬＢＴ　Ｃ
ａｔ２メカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムを適用してもよい。これに代えて、上述し
たスキームを用いてもよい。
【０２４１】
＜実施形態９＞
　この実施形態では、１又は複数のランダムバックオフ値を設定できる。スケジューリン
グされたアップリンクサブフレームの位置、送信バーストの長さ、又はＰｃｅｌｌがグラ
ント情報を受信したか否かに基づいて、同一キャリア内スケジューリング又はキャリア間
スケジューリングを介して、設定されたランダムバックオフ値を使用することを決定でき
る。
【０２４２】
　基地局は、送信デバイスのために同じ時間長のＣＣＡを設定でき、異なるＵＥについて
は、異なるＣＣＡ位置を設定できる。この場合、コンテンションベースのアクセスにおけ
る不公平を緩和するために、異なるＵＥを異なるＣＣＡ位置で設定でき、全体のアップリ
ンクシステム性能を更に向上させることができる。アイドル状態にあるチャネルを最初に
検出する送信デバイスの場合、チャネルがアイドル状態にあることの検出に成功した時点
でデータ送信の開始境界に到達していない場合、送信デバイスは、同じセルに多重化され
るべきＵＥの識別のために、予約信号又は初期信号を送信し、多重化を達成できる。この
場合、ＵＥがランダムバックオフ中にビジー状態であるチャネルを検出したとき、又はチ
ャネル検出が特定の閾値を超えた場合、ＵＥは、次のチャネル検出においてランダムバッ
クオフ値Ｎを再設定できる。この場合、再設定されるランダムバックオフ値Ｎは、現在の
Ｎの値よりも小さい。この実施形態の方法では、基地局は、ランダムバックオフ値Ｎの減
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少を加速させ、ＬＡＡデバイスによる高速のチャネルアクセスを実現してもよく、これに
より、チャネルアクセス速度を向上させることができる。所定の閾値時間長を超えて、デ
バイスがビジー状態のチャネルを連続的に検出した場合、Ｎ値を再調整することができる
。デバイスが所定の閾値回数以上ビジー状態のチャネルを連続的に検出した場合も、Ｎ値
を調整することができる。所定の閾値は、当業者によって経験的に決定できる。
【０２４３】
＜実施形態１０＞
　この実施形態では、関連指示情報は、スケジューリング命令の送信のために使用される
キャリアシナリオである。この場合、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットを関連指示情報に基づいて決定することは、同一キャリア内スケジューリン
グ又はキャリア間スケジューリングに基づいてＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセットを決定することを含む。
【０２４４】
　好ましくは、アップリンクの場合、既存のスケジューリングメカニズムは、同一キャリ
ア内スケジューリング及びキャリア間スケジューリングを含む。ここで、同一キャリア内
スケジューリング及びキャリア間スケジューリングについて、特定のＬＢＴメカニズムに
おける異なるＬＢＴメカニズム又は異なるタイプのＣＷ値を選択できる。もちろん、同じ
メカニズム又は同じＣＷパラメータ構成を選択してもよい。同一キャリア内スケジューリ
ングのために異なるメカニズムが選択される場合、基地局は、スケジューリンググラント
情報を送信する前に、ダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを１回適用している。し
たがって、送信デバイスは、グラント情報を受信すると、第１のアップリンクサブフレー
ムの送信前に高速のＬＢＴメカニズムを適用することを選択できる。Ｗｉ－Ｆｉシステム
は、データ送信前に１つのＬＢＴプロセスしか実行せず、ＬＡＡシステムにおいては、同
一キャリア内スケジューリングモードの基地局は、Ｗｉ－Ｆｉシステムと同様のＬＢＴメ
カニズムを１回適用しているので、ＵＥは、グラント情報を受信したとき、送信前に１つ
の高速のＬＢＴメカニズムを適用できる。これは、隠れノードの問題を回避する上で有利
である。オプションとして、アップリンク又はダウンリンク送信前のギャップの時間領域
長が、例えば、１６μｓ又は２５μｓとすることができる所定の閾値より小さい場合、Ｕ
Ｅは、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用しないことを選択
できる。ここで、高速のＬＢＴメカニズムは、最大ＣＷがダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４
のＣＷよりも小さい通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム、延長期間＋ＥＣＣＡプロセス、
直接ＥＣＣＡプロセス、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２、及びＬＢＴ　Ｃａｔ２を含むこ
とができる。後続するアップリンクサブフレームには、高速のＬＢＴメカニズム（第１の
アップリンクサブフレームに使用される高速のＬＢＴメカニズムと同じであっても異なっ
ていてもよい）を使用できる。例えば、第１のアップリンクサブフレームに対して、延長
期間＋ＥＣＣＡプロセス（ＣＷｍａｘ＝７、ＣＷｍｉｎ＝５、及びｎ＝１）を使用できる
。後続の連続するアップリンクサブフレームには、同じ延長期間＋ＥＣＣＡプロセス、又
は異なる高速のＬＢＴメカニズム、又は異なるＣＷサイズ又は異なるＣＣＡの時間長を有
する同じ高速のＬＢＴメカニズムを使用できる。例えば、第２のサブフレームには、直接
ＥＣＣＡプロセス（ＣＷｍａｘ＝６、ＣＷｍｉｎ＝４、及びｎ＝１）を使用できる。第３
のサブフレームには、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２又はＬＢＴ　Ｃａｔ２を適用しても
よく、ＬＢＴメカニズムを適用しなくてもよい。これに代えて、第１のアップリンクサブ
フレームのみに高速のＬＢＴメカニズムを適用し、後続する連続するアップリンクサブフ
レームにはＬＢＴメカニズムを適用しなくてもよい。
【０２４５】
　キャリア間スケジューリングについては、送信すべきダウンリンクデータがある場合と
、送信されるべきダウンリンクデータがない場合とがある。
【０２４６】
　送信すべきダウンリンクデータがあり、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグ
ラント情報が送信される場合、第１のアップリンクサブフレームに適用されるＬＢＴメカ
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ニズムは、同一キャリア内スケジューリングの場合と同じとすることができる。
【０２４７】
　送信すべきダウンリンクデータがなく、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグ
ラント情報が送信される場合、基地局は、免許が必要なキャリアを介してアップリンクグ
ラント情報を送信するので、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
適用する必要はない。したがって、ＵＥは、グラント情報を受信した後、Ｗｉ－Ｆｉシス
テムとの公平なコンテンションベースのチャネルアクセスを実現するために、データ送信
前に通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを適用する必要がある。但し、通常のＬＢＴ　Ｃ
ａｔ４の最大ＣＷは、ダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４のＣＷよりも小さくなければならな
い。後続するアップリンクサブフレームについては、送信にＬＢＴメカニズムを適用しな
くてもよい。これに代えて、先行するサブフレームよりも小さいＣＷを有するＬＢＴ　Ｃ
ａｔ４メカニズムを順次的に適用してもよい。後続するアップリンクサブフレームのそれ
ぞれについて、ＬＢＴ　Ｃａｔ４及びＬＢＴ　Ｃａｔ２がアップリンクで使用される場合
、先行するサブフレーム及び／又はＬＢＴ　Ｃａｔ２プロセスよりも小さいＣＷを有する
ＬＢＴ　Ｃａｔ４プロセスを実行できる。これに代えて、後続するアップリンクサブフレ
ームのそれぞれにＬＢＴ　Ｃａｔ２を適用してもよい。これに代えて、連続的に減少する
ＣＷ、ＬＢＴ　Ｃａｔ２を適用してもよく、及び／又はＬＢＴを適用しなくてもよい。こ
れに代えて、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれに同じＬＢＴ　Ｃａｔ４を適
用してもよく、利用可能なリソースに対してのみ、ランダムバックオフ値Ｎを使用するこ
とができる。
【０２４８】
　オプションとして、この実施形態では、ＬＢＴメカニズムが選択された後、異なるＱｏ
Ｓ優先度レベル、異なるチャネル／信号優先度、又はトラフィック情報に基づいて、ＣＷ
ｍａｘ、ＣＷｍｉｎ、延長期間における要素ｎ等を含む異なるＬＢＴパラメータセット構
成をより詳細に選択できる。
【０２４９】
＜実施形態１１＞
　この実施形態では、関連指示情報は、送信データパケットのサイズ、連続的にスケジュ
ーリングされたサブフレームの数、ＤＣＩシグナリングにおいて設定されている１つ以上
のビット、ブロードキャストスキーム、アップリンク送信バーストとダウンリンク送信バ
ーストとの間のギャップの時間領域長、基地局からシグナリングされるＬＢＴリスト内の
識別情報、送信バースト又はアップリンクサブフレームにおけるスケジューリングされた
サブフレームの位置、１つの送信バーストの長さ、及び／又はスケジューリング命令の送
信のためのキャリアシナリオを含む。ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラ
メータセットは、関連指示情報に基づいて決定される。コンテンションベースのチャネル
アクセスは、選択されたＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセット
に基づいて実行される。アップリンクにおいて複数のＬＢＴメカニズムがある場合、コン
テンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズムは、上述のように決定で
きる。アップリンクにおいてＬＢＴメカニズムが１つしかない場合、この実施形態では、
コンテンションベースのチャネルアクセスのためのＬＢＴメカニズムパラメータセットも
、上述のように決定できる。
【０２５０】
　この実施形態では、優先度情報は、異なるトラフィックタイプに対するＱｏＳ優先度、
又は異なるチャネル及び／又は信号及び／又は論理チャネルの優先度を含むことができる
。オプションとして、異なる優先度レベルを有する論理チャネルを対応する物理送信チャ
ネルにマッピングすることができ、これにより、物理的送信チャネルもそれぞれの優先度
レベルを有することができる。ここでは、アップリンクの論理チャネルにおいて、共通制
御チャネル（Common Control Channel：ＣＣＣＨ）、専用制御チャネル（Dedicated Cont
rol Channel：ＤＣＣＨ）、及び専用トラフィックチャネル（Dedicated Traffic Channel
：ＤＴＣＨ）は、アップリンク共有チャネル（Uplink Shared Channel：ＵＬ－ＳＣＨ）
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と呼ばれるアップリンク送信チャネルにマッピングされる。オプションとして、論理チャ
ネルの優先度は、降順で、アップリンク中国強制認証（Uplink China Compulsory Certif
ication：ＵＬ－ＣＣＣ）からのセル－無線ネットワーク一時的アイデンティティ（Cell-
Radio Network Temporary Identity：Ｃ－ＲＮＴＩ）又は送信データ（最高優先度）；パ
ディングなしのＢＳＲのバッファステータスレポート（Buffer Status Report：ＢＳＲ）
及びメディアアクセス制御（Medium Access Control：ＭＡＣ）制御要素（Control Eleme
nt：ＣＥ）；送信パワーヘッドルーム（transmission Power Headroom：ＰＨＲ）又はエ
ンハンスドＰＨＲのＭＡＣ　ＣＥ；ＵＬ－ＣＣＣのデータを除く、任意の論理チャネルの
データ；及びパディング有のＢＳＲ（最低優先度）となる。
【０２５１】
　優先度情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トが決定され、アップリンクにおいて複数のＬＢＴメカニズムがある場合、異なる優先度
情報に基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを選択
できる。アップリンクにおいてＬＢＴメカニズムが１つしかない場合、ＬＢＴメカニズム
パラメータセットは、異なる優先度に基づいて選択できる。そして、優先度に対応するＬ
ＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づいて、コンテンショ
ンベースのチャネルアクセスを行うことができる。
【０２５２】
　ここで、ＵＥが１つのトラフィックタイプのデータのみを送信し、選択されたＬＢＴメ
カニズム又はＬＢＴパラメータセットに基づくチャネルアクセスで複数回失敗した（例え
ば、対応する優先度が低く、したがって、ＬＢＴメカニズムにおいて、大きなＣＷ値又は
長いＣＣＡ時間長が使用されるために失敗が生じる可能性がある。）場合、この実施形態
では、以下のようなスキームを適用できる。
【０２５３】
　スキーム１：送信デバイスが、測定された干渉に関する情報又はチャネル状態情報（Ch
annel State Information：ＣＳＩ）を感知して基地局に報告し、基地局は、ＵＥがその
トラフィックタイプのデータを送信するために使用するＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットの優先度を調整することを決定する。例えば、失敗したコンテン
ションベースのアクセスにおいて最大のＣＷを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムが使用
されていた場合、ＣＷサイズを縮小し、又は（デフォルトでは１とすることができる）優
先度レベルをある程度高めることによって、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムのパ
ラメータセットを調整することができる。アップリンクに１つのＬＢＴメカニズム、例え
ば、ＬＢＴ　Ｃａｔ４のみが存在し、ＵＥが常にＬＢＴ　Ｃａｔ４（ＣＷｍｉｎ＝７、Ｃ
Ｗｍａｘ＝１５、延長期間におけるｎ＝１）を使用して、そのタイプのトラフィックを送
信する（優先度を３と仮定する）場合、次のＬＢＴでは、測定情報に基づいて、より小さ
いＣＷサイズ又はより高い優先度を有する（例えば、ＣＷｍｉｎ＝５、ＣＷｍａｘ＝７、
及び延長期間におけるｎ＝１を有する）ＬＢＴ　Ｃａｔ４又はより高い優先度に対応する
ＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用できる。アップリンクにおいて複数のＬＢＴメ
カニズムがある場合、好ましくは、対応するＬＢＴメカニズムにおける小さなＣＷ値、又
は１又は複数のより高いレベルの優先度に対応するＬＢＴパラメータセット用いてコンテ
ンションベースのチャネルアクセスを行うことができる。準最適なスキームでは、エンハ
ンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２又はＬＢＴ　Ｃａｔ２等のより簡単な高速のアクセスＬＢＴメカ
ニズムを使用できる。基本原則として、優先度レベル又は使用されるＬＢＴメカニズム又
はＬＢＴパラメータセット構成は、測定され、報告された干渉又はフィードバック情報に
基づいて更に調整することができる。
【０２５４】
　スキーム２：ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づく
コンテンションベースのアクセスが第１の所定の閾値回数失敗した場合、ＵＥは、予め定
義された規則に従って優先度レベルを上げることができる。例えば、優先度オフセットは
、１であってもよく、第１の所定の閾値回数は、５であってもよい。ＵＥが優先度３に対
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応するＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットに基づくＬＢＴの実行に５回連続し
て失敗した場合、事前定義された優先度オフセットに基づいて、優先度を１レベル高める
ことができる。すなわち、次のコンテンションベースのチャネルアクセスには、優先度２
に対応するＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットが使用される。また、ＬＢＴが
複数回連続して成功した場合、優先度を下げ、ＣＷ値を大きくする点を除き、連続的な失
敗についての上記のプロセスと同様のプロセスを使用できる。これにより、チャネルアク
セスの確率を低減でき、他のデバイスがチャネルにアクセスする機会を増加させ、公平性
を保証することができる。
【０２５５】
　この実施形態では、上記プロセスは、基地局にも適用できる。スキーム１において、基
地局は、測定値を感知して、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットの調整をトリ
ガすることができる。測定情報は、所定の時間長内のチャネル状態情報（Channel State 
Information：ＣＳＩ）、所定の時間長内の基準信号受信電力（Reference Signal Receiv
ed Power：ＲＳＲＰ）、所定の時間長内の基準信号受信品質（Reference Signal Receive
d Quality：ＲＳＲＱ）、ハイブリッド自動再送要求－確認（Hybrid Automatic Repeat r
eQuest - Acknowledge：ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報、又は測定された干渉に関する情報を含
むことができる。
【０２５６】
　最初の送信及び再送信について、（アップリンクに複数のＬＢＴメカニズムがある場合
）異なるＬＢＴメカニズムを適用してもよく、（アップリンクにＬＢＴメカニズムが１つ
しかない場合）ＬＢＴメカニズムパラメータセットをこれに応じて選択してもよい。ＬＢ
Ｔメカニズム及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットに基づくコンテンションベー
スのアクセスに第１の所定の閾値回数失敗した場合、スキーム１又はスキーム２を用いて
、再送信におけるコンテンションベースのアクセスのために使用されるＬＢＴメカニズム
及び／又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを調整することができる。
【０２５７】
＜実施形態１２＞
　この実施形態では、主に、送信バーストにおいて数の異なる優先度レベルが設定されて
いる場合、すなわち、優先度情報が複数の優先度レベルを含む場合に実行されるプロセス
を説明する。
【０２５８】
　ここでは、１つの送信バーストにおいて、それぞれ、優先度レベル１（最高優先度）、
優先度レベル２、及び優先度レベル３（最低優先度）に対応する３つの送信デバイスがス
ケジューリングされると仮定する。優先度レベル１、２及び３は、それぞれ、ＣＷｍｉｎ
＝１及びＣＷｍａｘ＝３を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４、ＣＷｍｉｎ＝４及びＣＷｍａｘ＝５
を有するＬＢＴ　Ｃａｔ４、ＣＷｍｉｎ＝５及びＣＷｍａｘ＝７を有するＬＢＴ　Ｃａｔ
４のＬＢＴパラメータセットに対応する。１つの送信バーストに内に複数の優先度がある
場合、予め定められた優先度ポリシに基づいて、ＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢＴメカ
ニズムパラメータセットを決定できる。ここでは、以下のスキームがある。
【０２５９】
　スキーム１：各送信デバイスが、最も低い優先度に対応するＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行する。ここでは、
ＵＥ１が優先度１に対応し、ＵＥ２が優先度２に対応するものとする。この場合、ＵＥ１
とＵＥ２の両方が、ＵＥ３に対応する優先度３のためのＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トに基づいてコンテンションベースのチャネルアクセスを実行する必要がある。この場合
、本来ＬＢＴで成功し、免許が不要なキャリアにアクセスする可能性がある、最も優先度
が高いＵＥ１が、最も低い優先度に対応するＬＢＴパラメータを使用してＬＢＴを実行し
、したがって、コンテンションにおいて失敗する可能性が非常に高い。この場合、３つの
ＵＥのどれも、免許が不要なキャリアにアクセスすることはできない。
【０２６０】
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　スキーム２：各送信デバイスが、２番目に高い優先度に対応するＬＢＴメカニズムパラ
メータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行する。これに
より、少なくとも１つのＵＥが、免許が不要なキャリアへのアクセスに成功することを保
証できる。
【０２６１】
　スキーム３，各送信デバイスが、最も高い優先度に対応するＬＢＴメカニズムパラメー
タセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行する。これにより
、バースト内で複数のＵＥ又は複数のトラフィックタイプ及び／又はチャネル／信号が、
免許が不要なキャリアにアクセスすることができることを保証し、通常の送信を可能にす
ることができる。
【０２６２】
　スキーム４：最も高い優先度に対応するＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用し、
ｑをＣＷｍｉｎの値とする。
【０２６３】
　スキーム５：各送信デバイスが、所定のＬＢＴメカニズム又はその優先度に対応するＬ
ＢＴパラメータセットに基づいて、コンテンションベースのチャネルアクセスを実行する
。オプションとして、これは、時間領域において並列に実行してもよく、周波数領域にお
ける周波数分割多重化によって行ってもよい。これに代えて、これは、時間領域において
並列に、周波数領域の全帯域幅に亘って行ってもよい。
【０２６４】
　スキーム６：送信デバイスが時分割方式でコンテンションベースのチャネルアクセスを
実行する。ここでは、これらは、ＬＢＴを実行するための共通の開始時間を有することが
できる。チャネルがビジー状態であると検出されると、これらのランダムバックオフ値Ｎ
は、固定される。
【０２６５】
＜実施形態１３＞
　この実施形態では、送信デバイス（又はＵＥ）が異なるサブフレームでスケジューリン
グされ、サブフレームでスケジューリングされるリソース要素（ＲＥ）又はリソースブロ
ック（ＲＢ）の位置が異なる場合のＬＢＴプロセス（ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニ
ズムパラメータセット）の処理について説明する。
【０２６６】
　具体的には、この実施形態では、ＵＥは、それぞれ、サブフレーム１及びサブフレーム
２の異なるＲＢ又はＲＥにスケジューリングされていると仮定する。この場合、ＬＢＴメ
カニズム又はＬＢＴパラメータセットは、以下のスキームの１つに基づいて適用できる。
【０２６７】
　スキーム１：ＵＥが、サブフレーム１の前の１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、且
つ周波数領域内の全帯域幅に亘ってＬＢＴプロセスを実行する。サブフレーム２の前では
、全帯域幅ＬＢＴプロセスを実行できる。これに代えて、第２のスケジューリングされた
サブフレーム内のスケジューリングされたリソースに対応する周波数領域のリソースに亘
ってＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しなくてもよい。
【０２６８】
　スキーム２：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、周
波数領域における各スケジューリングされたリソースに亘ってＬＢＴプロセスを実行する
。サブフレーム２の前では、サブフレーム２に対応するスケジューリングされたリソース
の周波数領域位置においてＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しな
くてもよい。
【０２６９】
　スキーム３：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、サ
ブフレーム１に対応するスケジューリングされたリソースの周波数領域の位置において、
ＬＢＴプロセスを実行する。サブフレーム１の最後の１又は複数のシンボルに対して、及
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びサブフレーム２に対応するスケジューリングされたリソースの周波数領域の位置におい
て、ＬＢＴプロセスを実行できる。
【０２７０】
　ＵＥが、それぞれサブフレーム１及びサブフレーム２内の同じＲＢ又はＲＥ位置にスケ
ジューリングされている場合、ＬＢＴプロセスは、以下のスキームの１つに基づいて実行
できる。
【０２７１】
　スキーム１：ＵＥが、サブフレーム１の前の１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、且
つ周波数領域内の全帯域幅に亘ってＬＢＴプロセスを実行する。サブフレーム２の前では
、全帯域幅ＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しなくてもよい。
【０２７２】
　スキーム２：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、ス
ケジューリングされたリソースの周波数領域の位置においてＬＢＴプロセスを実行する。
同様に、第２のサブフレームでは、スケジューリングされたリソースの周波数領域位置に
おいてＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しなくてもよい。
【０２７３】
　ＵＥが、それぞれサブフレーム１及びサブフレーム２内のインタレースされたＲＢ又は
ＲＥ位置にスケジューリングされている場合、ＬＢＴプロセスは、以下のスキームの１つ
に基づいて実行できる。
【０２７４】
　スキーム１：ＵＥが、サブフレーム１の前の１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、且
つ周波数領域内の全帯域幅に亘ってＬＢＴプロセスを実行する。サブフレーム２の前では
、全帯域幅ＬＢＴプロセスを実行できる。これに代えて、第２のスケジューリングされた
サブフレーム内のスケジューリングされたリソースに対応する周波数領域のリソースに亘
ってＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しなくてもよい。
【０２７５】
　スキーム２：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、２
つのスケジューリングされたリソースに対応する周波数領域リソースの和集合に亘ってＬ
ＢＴプロセスを実行する（例えば、サブフレーム１のスケジューリングされた周波数領域
サブフレームがＰＲＢ＃２－ＰＲＢ＃５であり、サブフレーム２のスケジューリングされ
た周波数領域サブフレームがＰＲＢ＃４－ＰＲＢ＃７である場合、第１のサブフレームの
前にＬＢＴプロセスが実行される周波数領域位置は、ＰＲＢ＃２－ＰＲＢ＃７である）。
サブフレーム２の前に第２のスケジューリングされたサブフレームのスケジューリングさ
れたリソースに対応する周波数領域リソースに亘って又は対応するスケジューリングされ
たリソースの和集合に亘ってＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行し
なくてもよい。
【０２７６】
　スキーム３：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、周
波数領域における各スケジューリングされたリソースに亘ってＬＢＴプロセスを実行する
。サブフレーム２の前では、サブフレーム２に対応するスケジューリングされたリソース
の周波数領域位置においてＬＢＴプロセスを実行してもよく、ＬＢＴプロセスを実行しな
くてもよい。
【０２７７】
　スキーム４：ＵＥが、サブフレーム１の前に１つ以上のＯＦＤＭシンボルに対して、サ
ブフレーム１に対応するスケジューリングされたリソースの周波数領域の位置において、
ＬＢＴプロセスを実行する。サブフレーム１の最後の１又は複数のシンボルに対して、及
びサブフレーム２に対応するスケジューリングされたリソースの周波数領域の位置におい
て、ＬＢＴプロセスを実行できる。
【０２７８】
　上記の方式は、異なるＵＥが、異なるサブフレーム内の同じ、異なる、又はインタレー
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スされたリソース位置にスケジューリングされる場合にも適用される。
【０２７９】
　更に、使用されるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットについては、同じＵＥ
又は異なるＵＥが複数の連続するアップリンクサブフレーム上でスケジューリングされて
いる場合、上述の実施形態１０で説明したように、ＬＢＴプロセスは、複数の連続するサ
ブフレームの異なるスケジューリングスキーム及び状況に基づいて、異なるサブフレーム
に対して実行される。これに代えて、第１のアップリンクサブフレームに通常のＬＢＴ　
Ｃａｔ４を適用し、後続するサブフレームにＬＢＴを適用しなくてもよい。これに代えて
、第１のアップリンクサブフレームに通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４を適用し、後続するサブフ
レームに対しては、継続的にＣＷを減少させて、コンテンションベースのアクセスを実行
してもよい。これに代えて、第１のアップリンクサブフレームに通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４
を適用し、後続するサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２又は高速のＬＢＴメカニズムを適用
してもよい。これに代えて、第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニ
ズムを適用し、後続するアップリンクサブフレームにＬＢＴメカニズムを適用しなくても
よい。これに代えて、第１のアップリンクサブフレームにＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを
適用し、後続するアップリンクサブフレームには、ＬＢＴ　Ｃａｔ２メカニズムを適用し
てもよく、ＬＢＴメカニズムを適用しなくてもよい。
【０２８０】
＜実施形態１４＞
　この実施形態では、１つのアップリンク送信バーストにおける複数の連続するアップリ
ンクサブフレームの送信前に、コンテンションベースのチャネルアクセスのために、それ
ぞれ異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットが使用されるプロセスを説明す
る。
【０２８１】
　この実施形態では、全てのサブフレームがアップリンクサブフレームである場合、第１
のアップリンクサブフレームは、第２のアップリンクサブフレームの前にＬＢＴメカニズ
ム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置として使用される。後続
する連続するアップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブ
フレームの最後のＯＦＤＭシンボルは、そのアップリンクサブフレームのためのＬＢＴメ
カニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用するための位置として使用される
。
【０２８２】
　ＴＤＤフレーム構造の場合、複数の連続するアップリンクサブフレームの先行するサブ
フレームは、特別なサブフレームＳである。この場合、第１のアップリンクサブフレーム
の送信前にＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを適用する位置は、
特別なサブフレームにおけるＧＰ又はＵｐＰＴＳとすることができる。後続する連続する
アップリンクサブフレームのそれぞれについて、先行するアップリンクサブフレームの最
後のＯＦＤＭシンボルは、そのアップリンクサブフレームのＬＢＴを実行するための位置
として使用できる。
【０２８３】
　ここでは、第１のアップリンクサブフレームのＬＢＴプロセスは、複数のＯＦＤＭシン
ボルを占有し、後続するアップリンクサブフレームのそれぞれについてのＬＢＴプロセス
は、その先行するサブフレームの１つ又は２つのＯＦＤＭシンボルを占有することができ
る。フレキシブルなアップリンク－ダウンリンクフレーム比率を有する構造も同様である
。
【０２８４】
　以下では、スケジューリングメカニズム及びアップリンクサブフレームの異なる位置に
関連して、異なるスケジューリングメカニズムに基づいて複数の連続するアップリンクサ
ブフレーム上の送信に適用されるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセッ
トについて説明する。
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【０２８５】
　同一キャリア内スケジューリングの場合、基地局は、免許が不要なキャリアを介してス
ケジューリンググラント情報を送信する前に、ダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム
を適用している。したがって、ＵＥは、グラント指示情報を受信すると、第１のアップリ
ンクサブフレームの送信前に以下のように動作できる。
【０２８６】
　スキーム１：アップリンク送信バーストとダウンリンク送信バーストとの間のギャップ
のスロット長が、例えば、１６μｓ又は２５μｓとすることができる所定の閾値である場
合、スケジューリングされたＵＥは、第１のアップリンクサブフレームの送信前にＬＢＴ
メカニズムを適用しなくてもよい。しかしながら、これにより、隠れノード問題が生じる
可能性がある。
【０２８７】
　スキーム２：スケジューリングされたＵＥは、第１のアップリンクサブフレームの送信
前に高速のＬＢＴメカニズムを適用できる。ここで、高速のＬＢＴメカニズムは、延長期
間＋ＥＣＣＡプロセス、直接ＥＣＣＡプロセス、エンハンスドＬＢＴ　Ｃａｔ２、ＬＢＴ
　Ｃａｔ２及び簡単なＬＢＴ　Ｃａｔ４（ダウンリンクＬＢＴＣａｔ４のためのＣＷより
小さいＣＷを有し、延長期間におけるｎは、［０，２］で設定可能である。）を含むこと
ができる。この場合、第１のアップリンク送信に適用される高速のＬＢＴメカニズムは、
上記高速のＬＢＴメカニズムの１つとすることができる。
【０２８８】
　オプションとして、後続する複数の連続するアップリンクサブフレームの各送信前に、
その先行するサブフレームの最後のＯＦＤＭシンボルに高速のＬＢＴメカニズムを適用し
てもよい。ここでは、第１のアップリンクサブフレームに対する高速のＬＢＴメカニズム
と、後続する複数の連続するアップリンクサブフレームに対する高速のＬＢＴメカニズム
は、同じでもよく、異なっていてもよい。オプションとして、より簡単な高速のＬＢＴメ
カニズムを順番に適用してもよい（例えば、ＣＷｍａｘ＝４を有する延長期間＋ＥＣＣＡ
プロセスを第１のアップリンクサブフレームに適用し、例えば、ＣＷｍａｘ≦４を有する
直接ＥＣＣＡプロセスを第２のアップリンクサブフレームに適用し、エンハンスドＬＢＴ
　Ｃａｔ２を第３のアップリンクサブフレームに適用できる）。オプションとして、高速
のＬＢＴメカニズムを第１のアップリンクサブフレームに適用し、後続する複数の連続す
るアップリンクサブフレームのそれぞれに対して同じＬＢＴメカニズムを適用してもよい
。特殊なケースでは、第１のアップリンクサブフレームに対して高速のＬＢＴメカニズム
を適用し、後続する複数の連続するアップリンクサブフレームには、ＬＢＴメカニズムを
適用しなくてもよい。同一キャリア内スケジューリングのための上記のプロセスにより、
Ｗｉ－Ｆｉシステムに対し、コンテンションベースのチャネルアクセスが公平な機会を共
有できる。Ｗｉ－Ｆｉシステム内のノードは、ＣＷｍａｘ＝１０２４として、データ送信
前に一回、ダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムに類似したメカニズムを適用するの
みでよい。したがって、同一キャリア内スケジューリングの場合、アップリンクグラント
情報を送信する前に、基地局がダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを一回適用して
いるので、コンテンションベースのアクセスについてＬＡＡシステムが不利にならないよ
うに、ＵＥは、アップリンク送信前に１つの高速のＬＢＴメカニズムのみを適用すればよ
く、これにより、ＵＥは、より高い確率でチャネルにアクセスでき、又は送信のために速
やかにチャネルにアクセスできる。
【０２８９】
　キャリア間スケジューリングについては、複数のアップリンクサブフレームが送信され
る場合に異なるアップリンクサブフレームに適用される異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢ
Ｔパラメータセットに関して２つの側面を説明する。
【０２９０】
　アップリンクグラント情報が、免許が必要なキャリアを介して送信され、ダウンリンク
データが送信されない場合、ＵＥは、アップリンクグラント情報を受信した後、第１のア
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ップリンクサブフレームの前に複数のＯＦＤＭシンボルに通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニ
ズムを適用し、これにより、Ｗｉ－Ｆｉシステムがチャネルにアクセスするための比較的
公平な機会を保証できる。ここで、通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムは、ダウンリンク
ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのＣＷより大きいＣＷ、オプションとして、同一キャリアの
メカニズムのＣＷより大きいＣＷを有する。後続する複数の連続するアップリンクサブフ
レームのそれぞれについてＬＢＴを適用する位置は、先行するサブフレームの最後のＯＦ
ＤＭシンボルであり、ＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムのＣＷサイズは、連続的に減少させる
（ＣＷサイズは、ＬＢＴプロセスが１つのＯＦＤＭシンボル内で終了するように選択され
る）。オプションとして、後続するアップリンクサブフレーム上での送信に高速のＬＢＴ
メカニズムを適用してもよい。更に、後続するアップリンクサブフレームでは、同じ又は
異なるＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータセットを使用してもよい。オプションとし
て、１つの送信バースト内の第１のアップリンクサブフレームに続く複数の連続するアッ
プリンクサブフレームについては、送信にＬＢＴを適用しなくてもよい。
【０２９１】
　アップリンクグラント情報が、免許が必要なキャリアを介して送信され、送信すべきダ
ウンリンクデータが存在する場合、基地局は、ダウンリンクデータを送信するために、チ
ャネルアクセスのための免許が不要なキャリアにダウンリンクＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズ
ムを適用する必要がある。アップリンクグラント情報を受信した後、ＵＥは、上述した同
一キャリア内スケジューリングの場合と同様に、第１のアップリンクサブフレームの前に
複数のＯＦＤＭシンボルに対してＬＢＴプロセスを実行できる。特別なケースでは、アッ
プリンク送信バーストとダウンリンク送信バーストとの間のギャップの時間領域長が、例
えば、１６μｓ又は２５μｓとすることができる所定の閾値よりも小さい場合、スケジュ
ーリングされたＵＥは、第１のアップリンクサブフレームの送信前にＬＢＴメカニズムを
適用しなくてもよい。後続するアップリンクサブフレームでは、ＬＢＴメカニズムを適用
しなくてもよく、ＬＢＴ　Ｃａｔ２等の高速のＬＢＴメカニズムを適用してもよい。
【０２９２】
　更に、ＵＥが自ら属するバースト中のアップリンクサブフレームのインデクスを取得し
及び／又は先行するサブフレームのＬＢＴが成功したか否かを知るために、以下のスキー
ムに従ってＵＥに通知を行うことができる。
【０２９３】
　固定フレーム構造の場合、ＵＥは、どのアップリンクサブフレームでスケジューリング
されているかを知ることができる。したがって、ＵＥは、デフォルトスキームに基づいて
、異なるサブフレームに対してどのＬＢＴメカニズム又はパラメータセットを使用するか
を決定でき、このデフォルトスキームは、この実施形態において上述した同一キャリア内
スケジューリング又はキャリア間スケジューリングのためのスキームであってもよい。例
えば、上述の実施形態では、第１のアップリンクサブフレームの送信前に、キャリア間ス
ケジューリングには通常のＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズムを使用し、同一キャリア内スケジ
ューリングには高速のＬＢＴメカニズムを使用することが決定される。後続するアップリ
ンクサブフレームの送信前に、キャリア間スケジューリングには連続的に減少するＣＷサ
イズを有するＬＢＴ　Ｃａｔ４メカニズム（ＣＷサイズの選択は、ＬＢＴプロセスを実行
するために利用可能なＯＦＤＭシンボルの数に制限される。）を適用でき、同一キャリア
内スケジューリングには高速のＬＢＴメカニズムを適用できる。
【０２９４】
　フレキシブルなアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構造の場合、以下の２つのス
キームによって、自らスケジューリングされる１つの送信バースト内のアップリンクサブ
フレームのインデクスをＵＥに通知し、又は適用されるＬＢＴメカニズム及び／又はＬＢ
Ｔメカニズムパラメータセットを決定できる。
【０２９５】
　スキーム１：基地局が、指示メッセージを介して、明示的に、スケジューリングされた
サブフレームが最初のサブフレームであるか、最初のサブフレームの後ろの特定の数のサ
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【０２９６】
　スキーム２：基地局が、動的ダウンリンク制御情報（Downlink Control Information：
ＤＣＩ）を介して、スケジューリングされたサブフレームに適用されるＬＢＴメカニズム
又はＬＢＴメカニズムパラメータセットをＵＥに指示できる。
【０２９７】
　これに代えて、ＲＲＣメッセージを介して通知を行ってもよい。
【０２９８】
　第１のアップリンクサブフレームにスケジューリングされたＵＥがＬＢＴメカニズム又
はパラメータセットに基づくＬＢＴプロセスに失敗した場合、次のサブフレームにおいて
、ＵＥは、第１のアップリンクサブフレームについてＬＢＴプロセスを実行したものと同
じメカニズム又はパラメータセットを使用できる。これに代えて、ＵＥは、自らのサブフ
レーム上の位置に基づいて、ＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを
適用してもよく、設定され、シグナリングされ又はデフォルトのＬＢＴメカニズム又はＬ
ＢＴメカニズムのパラメータセットを用いてチャネルアクセスを行ってもよい。この場合
、ＵＥは、これらのＬＢＴプロセスが成功したか否かを互いに通知してもよく、チャネル
アクセスのために元のＬＢＴメカニズム又はＬＢＴメカニズムパラメータセットを使用す
るかを指示してもよい。オプションとして、ＵＥは、設定されたＬＢＴメカニズム又はＬ
ＢＴメカニズムのパラメータセットに基づくチャネルアクセスにおいて何度も失敗した場
合、基地局によってシグナリングされた指示、フィードバック情報の測定、干渉条件の測
定、又は送信チャネル、送信信号、送信論理チャネル又は送信トラフィックのタイプの優
先度に基づいて、優先度又はＬＢＴメカニズム又はパラメータセットを動的に調整できる
。（例えば、より高い優先度に対応するＬＢＴメカニズム又はＬＢＴパラメータに基づい
てチャネルアクセスを行うように優先度を高め、又は現在のＬＢＴメカニズム又はパラメ
ータセットよりもチャネルアクセスの確率が高いＬＢＴメカニズム又はパラメータセット
に基づいてチャネルアクセスを実行することによって、チャネルアクセスにおけるより優
れた機会をＵＥに提供する）。
【０２９９】
　本開示の上記の実施形態において、関連指示情報は、送信データパケットのサイズ、連
続的にスケジューリングされたサブフレームの数、ＤＣＩシグナリングにおいて設定され
ている１つ以上のビット、ブロードキャストスキーム、アップリンク送信バーストとダウ
ンリンク送信バーストとの間のギャップの時間領域長、基地局からシグナリングされるＬ
ＢＴリスト内の識別情報、送信バースト又は連続するアップリンクサブフレームにおける
スケジューリングされたサブフレームの位置、１つの送信バーストの長さ、及び／又はス
ケジューリング命令の送信のためのキャリアシナリオを含む。優先度情報は、トラフィッ
クタイプのＱｏＳ優先度、チャネルの優先度、信号の優先度、及び／又は論理チャネルの
優先度を含むことができる。オプションとして、異なる優先度レベルを有する論理チャネ
ルを対応する物理送信チャネルにマッピングすることができ、これにより、物理的送信チ
ャネルもそれぞれの優先度レベルを有することができる。矛盾が生じない限り、ＬＢＴメ
カニズム又はＬＢＴメカニズムのパラメータセットを決定するための複数の方法を組み合
わせることができる。また、これらの方法を個別に適用してＬＢＴパラメータ又はＬＢＴ
メカニズムを決定してもよい。
【０３００】
　以上、本開示の実施形態について説明したが、これらは、例示のための単に実施形態（
例えば、実施形態における特定の具体例）であり、本開示を限定するものではない。当業
者は、本開示の精神及び範囲から逸脱することなく、形態及び詳細の様々な改変及び代替
を想到できる。本開示の範囲は、特許請求の範囲によってのみによって画定される。
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